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野木町の熱気球が完成しました鎧

　2014年熱気球世界選手権チャンピオンで、町民栄誉
賞受賞者でもある藤田雄大さんが町に在住されている
ことから、町の魅力を発信する新たな目玉として作成
した熱気球が９月に完成し、10月 22日に町総合運動
公園多目的広場で御披露目をいたしました。
　この熱気球は、スペイン製で直径 19.1m、高さが
23mあり、「のぎのん」と「ひまわりサンちゃん」が３
面に印刷されています。
　今後は、藤田さんが参加する熱気球大会のイベント
や、春まつりや産業祭などの町内イベントでの係留飛
行による搭乗体験などに活用していきます。
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野木町文化祭

野木町産業祭
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火
災
に
備
え
て 

消
防
団
の 

通
常
点
検

　
火
災
の
発
生
し
や
す
い
季
節

を
迎
え
た
10
月
24
日
、
恒
例
の

消
防
団
の
通
常
点
検
が
、
町
総

合
運
動
公
園
多
目
的
広
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
団
長
の
指
揮
の
も
と
、
女
性

団
員
６
名
を
含
め
た
１
４
０
名

の
団
員
た
ち
は
規
律
正
し
く
人

員
・
服
装
等
の
点
検
を
受
け
ま

し
た
。
放
水
点
検
の
際
に
は
、

県
防
災
ヘ
リ
「
お
お
る
り
」
も

散
水
を
行
い
、
臨
場
感
あ
ふ
れ

る
点
検
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
各
種
の
表
彰
も
併

せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
駅
東
通
り
で
分
列
行
進
を

行
い
、
通
常
点
検
は
終
了
と
な

り
ま
し
た
。

受
賞
者（
敬
称
略・順
不
同
）

栃
木
県
知
事
表
彰

○
模
範
消
防
団
員

本
部
団
員　
　
　
　
新
井　
直

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

○
勤
続
章
（
15
年
）

第
６
分
団
団
員　
長
澤　
優

○
勤
続
章
（
10
年
）

第
１
分
団
副
分
団
長　
荒
井　
秀
明

本
部
分
団
団
員　
秋
山　
隆
洋

本
部
分
団
団
員　
相
田　
哲
也

第
１
分
団
団
員　
蓬
田　
真
也

第
６
分
団
団
員　
森　
　
孝
之

第
６
分
団
団
員　
坂　
美
千
雄

○
親
子
消
防
団
員
表
彰

副
団
長　
　
　
　
大
森　
健
雄

女
性
消
防
班
班
長　
大
森
加
奈
恵

栃
木
県
消
防
協
会 

下
都
賀
支
部
長
表
彰

○
功
績
章
（
８
年
）

本
部
分
団
副
分
団
長　
須
見　
俊
光

本
部
分
団
団
員　
栗
野　
智
和

本
部
分
団
団
員　
鹿
村　
修
一

第
６
分
団
団
員　
新
井
元
之
助

○
勤
続
章
（
５
年
）

本
部
分
団
班
長　
福
田　
順
一

第
２
分
団
班
長 

長
谷
川
美
貴
男

第
４
分
団
班
長　
大
森　
　
寛

本
部
分
団
団
員　
堀
川　
智
史

第
２
分
団
団
員　
山
中　
光
男

第
３
分
団
団
員　
針
谷　
裕
貴

第
３
分
団
団
員　
長
濵　
英
紀

第
３
分
団
団
員　
眞
瀬　
隆
之

第
４
分
団
団
員　
大
森　
正
登

○
無
火
災
消
防
機
関
表
彰 

　
（
２
、５
０
０
戸
以
上
）

本
部
分
団

野
木
町
長
表
彰

○
永
年
勤
続
（
15
年
）

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰
勤
続

章
と
同
じ

○
永
年
勤
続
（
10
年
）

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰
勤
続

章
と
同
じ

○
永
年
勤
続
（
５
年
）

栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部

長
表
彰
勤
続
章
と
同
じ

○
永
年
勤
続
消
防
団
員
ご
家
族

　
に
対
す
る
感
謝
状
（
９
年
）

本
部
分
団
団
員　
野
中　
哲
朗
ご
家
族
様

第
２
分
団
団
員　
内
田　
勝
美
ご
家
族
様

第
６
分
団
団
員　
福
島　
秀
春
ご
家
族
様

○
無
火
災
分
団

第
１
分
団

第
６
分
団

○
優
良
防
火
管
理
事
業
所

ト
ー
セ
ロ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

株
式
会
社　
様

野
木
町
消
防
団
長
表
彰

○
優
良
団
員

本
部
分
団
団
員　
山
中　
和
樹

本
部
分
団
団
員　
加
藤　
　
賢

第
１
分
団
団
員　
寺
内　
　
功

第
１
分
団
団
員　
岡
田　
裕
司

第
２
分
団
団
員　
瀧
澤　
　
昇

第
２
分
団
団
員　
赤
荻　
雅
也

第
３
分
団
団
員　
小
竹　
寛
昭

第
３
分
団
団
員　
長
濵　
英
紀

第
４
分
団
団
員　
大
森　
正
登

第
４
分
団
団
員　
栗
原　
将
太

第
６
分
団
団
員　
野
口　
智
揮

第
６
分
団
団
員　
岩
上　
智
昭

○
優
良
分
団

第
３
分
団

第
４
分
団
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10
月
10
日
、
町
総
合
運
動
公
園
多

目
的
広
場
で
、
第
38
回
町
消
防
団
ポ

ン
プ
操
法
競
技
大
会
が
行
わ
れ
、
町

内
各
分
団
が
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

成
績

▽
団
体
の
部

優
勝　
　
第
３
分
団

準
優
勝　
第
１
分
団

第
３
位　
第
４
分
団

▽
個
人
の
部

指
揮
者　
海
老
沼
高
行（
第
２
分
団
）

１
番
員　
市
村　
俊
介（
第
３
分
団
）

２
番
員　
眞
瀬　
隆
之（
第
３
分
団
）

３
番
員　
高
山　
聡
史（
第
１
分
団
）

４
番
員　
中
上　
潤
也（
第
１
分
団
）

　
　
自
分
の
ま
ち
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
に

　
　
消
防
団
員
募
集
中

　

消
防
団
と
は
、
そ
の
地
域
に
「
住
ん
で
い
る
」「
働
い
て
い
る
」

人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
町
の
消
防
機
関
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
「
自
分
た
ち

の
ま
ち
を
自
分
た
ち
で
守
り
た
い
」
と
い
う
心
で
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
消
火
活
動
や
救
助
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
火
災
を

起
こ
さ
な
い
た
め
の
防
火
活
動
や
応
急
手
当
の
知
識
や
技
術
な
ど
を

よ
り
多
く
の
人
に
習
得
し
て
も
ら
う
た
め
の
普
及
活
動
な
ど
誰
に
で

も
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

消
防
団
と
消
防
署
と
の
違
い

　
「
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
」
消
防
団
は
、
地
域
に
密
着

　
し
た
効
果
的
な
消
火
活
動
・
救
助
活
動
を
行
い
ま
す
。
常
勤
の
地

　

方
公
務
員
と
し
て
消
防
署
に
勤
務
す
る
消
防
職
員
と
は
異
な
り
、

　
消
防
団
員
は
、
普
段
は
自
分
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、
火
災
や
大
規

　
模
災
害
発
生
時
に
、
自
宅
や
職
場
か
ら
災
害
現
場
な
ど
へ
駆
け
つ

　
け
る
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

入
団
資
格

○
町
内
に
居
住
、
ま
た
は
勤
務
す
る
男
女

○
年
齢
は
１８
歳
以
上
の
方　
○
志
操
堅
固
で
、
か
つ
身
体
強
健
な
方

活
動
内
容

○
火
災
予
防
活
動　
○
火
災
消
火
活
動　
○
水
防
活
動

○
災
害
地
に
お
け
る
消
防
活
動

○
定
期
的
に
消
防
団
員
に
必
要
な
教
育
及
び
訓
練

受
付
期
限　

２
月
１
日（
月
）

待
遇

○
報
酬
（
野
木
町
特
別
職
の
非
常
勤
職
員
と
な
り
、
階
級
に
応
じ
た

年
俸
（
一
般
団
員
で
年
額
６
万
１
千
円
）
と
在
籍
年
数
に
応
じ
た
退

職
報
償
金
制
度　
○
公
務
災
害
補
償
制
度　
○
研
修
制
度

○
被
服
貸
与　
○
表
彰
制
度問

総
合
政
策
部
総
務
課
撒（
57
）４
１
１
２

守れ！ぼくらの故郷を
第３８回町消防団ポンプ操法競技大会
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地
方
公
共
団
体
は
、「
地
方

公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
地

方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
を
客

観
的
に
表
し
、
財
政
の
早
期
健

全
化
や
再
生
の
必
要
性
を
判
断

す
る
た
め
、
健
全
化
判
断
比
率
、

お
よ
び
公
営
企
業
に
関
す
る
資

金
不
足
比
率
を
前
年
度
の
決
算

に
よ
り
算
定
し
、
監
査
委
員
の

審
査
に
付
し
た
う
え
で
議
会
に

報
告
し
、
公
表
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
財
政
指
標
は
、
財

政
状
況
を
わ
か
り
や
す
く
客
観

的
に
指
標
化
す
る
こ
と
で
、
町

民
の
皆
様
に
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
と
共
に
、
健
全
な
財
政

運
営
を
維
持
し
て
い
く
う
え
で
、

重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で

す
。

　
な
お
、
健
全
化
判
断
比
率
の

い
ず
れ
か
が
早
期
健
全
化
基
準

以
上
と
な
っ
た
場
合
に
は
、「
財

政
健
全
化
計
画
」、
財
政
再
生

基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

「
財
政
再
生
計
画
」
を
定
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
公
営
企
業
に
つ
い
て

も
、
各
公
営
企
業
会
計
ご
と
に
、

資
金
不
足
比
率
が
経
営
健
全
化

基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

「
経
営
健
全
化
計
画
」
を
定
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
野
木
町
の
平
成
26
年
度
決
算

に
基
づ
く
、
健
全
化
判
断
比
率

お
よ
び
資
金
不
足
比
率
は
、
下

表
の
と
お
り
、
す
べ
て
の
指
標

が
基
準
以
下
で
、
県
・
全
国
平

均
を
大
き
く
下
回
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
財
政
指
標
が
基

準
以
下
で
あ
れ
ば
、
財
政
運
営

上
な
ん
ら
問
題
が
な
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
今
後
持
続
可

能
な
財
政
構
造
の
確
立
を
図
る

た
め
に
は
、
こ
の
指
標
を
分
析

し
、
町
に
と
っ
て
必
要
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
十
分
に
考
慮
し
な

が
ら
、
行
政
改
革
に
取
り
組
ん

で
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

伺
用
語
解
説

○
実
質
赤
字
比
率

　
一
般
会
計
等
を
対
象
と
し
た

実
質
赤
字
額
の
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
比
率
で
す
。

○
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
全
会
計
を
対
象
と
し
た
実
質

赤
字
額
の
標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
比
率
で
す
。

○
実
質
公
債
費
比
率

　
一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
公

債
費
等
の
標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
比
率（
３
か
年
平
均
）で
す
。

○
将
来
負
担
比
率

　
一
般
会
計
等
が
将
来
負
担
す

る
べ
き
実
質
的
負
債
の
標
準
財

政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

○
資
金
不
足
比
率

　
公
営
企
業
ご
と
の
事
業
規
模

に
対
す
る
資
金
不
足
額
の
比
率

で
す
。

○
標
準
財
政
規
模

　
地
上
公
共
団
体
が
標
準
的
な

状
態
で
通
常
収
入
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
経
営
的
一
般
財
源
の
規
模

を
示
す
も
の
で
、
標
準
税
収
入

額
等
に
普
通
交
付
税
を
加
算
し

た
額
で
す
。

○
財
政
力
指
数

　
普
通
交
付
税
の
算
定
に
用
い

る
基
準
財
政
収
入
額
を
基
準
財

政
需
要
額
で
除
し
た
数
値
（
３

か
年
平
均
）
で
、
１
に
近
く
、

あ
る
い
は
１
を
超
え
る
ほ
ど
財

政
に
余
裕
が
あ
る
団
体
で
す
。

○
経
営
収
支
比
率

　
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断

す
る
指
標
で
、
経
常
的
経
費
に

充
当
さ
れ
た
一
般
財
源
が
経
常

的
一
般
財
源
総
額
に
占
め
る
割

合
で
す
。

○
自
主
財
源
比
率

　
歳
入
総
額
に
占
め
る
自
主
財

源
の
比
率
で
す
。

○
積
立
金
残
高

　
年
度
間
の
財
源
の
不
均
衡
を

調
整
す
る
た
め
の
財
政
調
整
基

金
、
地
方
債
償
還
の
た
め
の
減

債
基
金
、
そ
の
他
特
定
の
目
的

の
た
め
に
積
み
立
て
ら
れ
た
特

定
目
的
基
金
の
残
高
で
す
。

～健全化判断比率等の公表～

財政指標で見る町財政の現状

財政指標で見る町財政の現状

指標 野木町 早期健全化基準 財政再生基準 県内市町平均 全国市区町村平均
健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 ― 14.98% 20.0% ―
連結実質赤字比率 ― 19.98% 30.0% ―
実質公債費比率 4.0% 25.00% 35.0% 7.6% 8.0%
将来負担比率 ― 350.00% 24.3% 45.8%

公営企業 野木町 経営健全化基準
資
金
不
足
比
率

農業集落排水事業特別会計 ―
20.0%公共下水道事業特別会計 ―

水道事業会計 ―

※「―」は、赤字、将来負担
　または資金不足生じていな
　いため、当該当値について
　は該当なしを表します。
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財政指標で見る町財政の現状
問　総合政策部政策課撒（57）4116

茅
こ
の
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
は
、
野
木
町
の
26
年
度
の
財
政
指
標
を
県
内
市
町
平

　

均
と
比
較
し
た
も
の
で
、
県
内
市
町
平
均
１
０
０
の
線
の
外
側
に
あ
る
ほ
ど
財

　
政
状
況
等
が
良
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

項目 野木町 県内市町
平均

野木町の
偏差値 算出基礎

①財政力指数 0.853 0.714 108.5

※
県
内
市
町
の
平
均
を
１
０
０
と
し
た
と
き
の
、
野
木
町
の
数
値
。

基準財政収入額
基準財政需要額

②経常収支比率（％） 85.2 88.4 106.6
経常経費充当一般財源等

経常一般財源等収入額＋臨時財政対策費
　　　　　　　　　＋減税補てん債

③自主財源比率（％） 57.4 51.3 106.0
自主財源
歳入総額

④実質公債費比率（％） 4.0 7.6 115.5

（Ａ＋Ｂ）－（Ｃ＋Ｄ）
Ｅ－Ｄ

Ａ：地方債の元利償還金（繰上償還等を除く）
Ｂ：地方債の元利償還金に準ずるもの〔準元利償還金〕
Ｃ：元利償還金または準元利償還金に充てられる特定財源
Ｄ：地方債の元利償還金および準元利償還金に要する経費として
　　普通交付税の額の算定に用いる基準財政需要額に算入された額
Ｅ：標準財政規模

⑤住民一人当たり
　将来財政負担額（円） 143,373 262,951 110.3

地方債残高＋債務負担行為額－積立金残高
住民基本台帳人口（27年３月31日現在）

⑥住民一人当たり
　積立金残高（円） 91,137 91,498 100.0

積立金残高
住民基本台帳人口（27年３月31日現在）

（平成24年度～26年度の３か年平均）

×100

×100

活活活財政分析指標渇渇渇
○財政の弾力性（経常収支比率・実質公債費比率）○財政の豊かさ（自主財源比率・財政力指数）
○財政の堅実性（住民一人当たりの積立金残高・住民一人当たりの将来財政負担額）

財政比較分析表(レーダーチャート)

野木町 経常収支比率

財政力指数

住民一人当たり
積立金残高

住民一人当たり
将来財政負担額

実質公債費比率

自主財源比率

○レーダーチャートの算式
　偏差値＝([当該団体の指標値]－[県内市町平均値])÷[標準偏差(※)]×10＋100
　(※)標準偏差：下記計算式の平方根
　((([各団体の指標値]－[県内市町平均値])の2乗)の県内25市町の合計値)÷[25(県内市町数)]

(注)経常収支比率、実質公債費比率、住民一人当たりの将来財政負担額については、数値が小さいほど財政状況が良い
ため、上記偏差値の計算式中、下線部分の正負を逆転しています。

106.6

115.5
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100.0

110.3

県内市町平均

80

100

120
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（８）

　
「
新
し
く
な
っ
た

　
　
　
　
南
赤
塚
小
学
校
」

　
大
規
模
改
修
で
、
南
赤
塚
小

学
校
が
、
き
れ
い
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。
み
ん
な
の
感
想

を
紹
介
し
ま
す
。

一
年　
長な

が
は
ま濱　

智と
も
き輝

　
き
ょ
う
し
つ
の
ゆ
か
が
き
れ

い
に
な
っ
て
、
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
。
す
い
ど
う
が
き
ょ
う

し
つ
の
ち
か
く
に
で
き
て
、
と

て
も
べ
ん
り
に
な
り
ま
し
た
。

一
年　
加か

と
う藤　
蓮れ

ん
な菜

　
き
ょ
う
し
つ
ぜ
ん
た
い
が
き

れ
い
に
な
っ
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
か
べ
も
ト
イ
レ
も
き
れ

い
に
な
っ
た
の
で
、
と
っ
て
も

と
っ
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
一
年　
鈴す

ず
き木　
心こ

こ
の希

　
き
ょ
う
し
つ
と
ト
イ
レ
が
き

れ
い
に
な
っ
て
、
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。
ら
い
ね
ん
の
い
ち

ね
ん
せ
い
が
く
る
ま
で
、
き
れ

い
な
ま
ま
に
し
た
い
で
す
。

　
　
　
二
年　
渋し

ぶ
や谷　
壮そ

う
ま真

　
か
い
だ
ん
が
、
あ
か
る
く
て

　
　
　
　
　
　
　
色
も
あ
ざ
や

　
　
　
　
　
　
　
か
に
な
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
し
た
。
手
す

　
　
　
　
　
　
　
り
も
す
べ
す

　
　
　
　
　
　
　
べ
で
ぴ
か
ぴ

　
　
　
　
　
　
　
か
光
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
心
が

き
れ
い
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
き
れ
い
に
つ
か
い
た
い
で

す
。

二
年　
中な

か
や
ま山　

知と
も
き希

　
ぼ
く
は
、
し
ょ
う
こ
う
口
が

好
き
で
す
。
ど
う
し
て
か
と
い

う
と
、
き
れ
い
で
だ
ん
さ
が
ひ

く
く
な
っ
た
か
ら
で
す
。
木
が

た
く
さ
ん
つ
か
わ
れ
て
い
て
、

目
に
も
人
に
も
や
さ
し
い
で
す
。

　
　
　
二
年　
伊い

の野　
来く

る
め瞳

　
わ
た
し
は
、
か
い
だ
ん
が
す

き
で
す
。
わ
け
は
、
か
わ
い
い

ピ
ン
ク
色
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

あ
た
ら
し
く
な
っ
た
の
で
、
き

れ
い
に
つ
か
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

三
年　
中な

か
や
ま山　
ほ
の
か

　
わ
た
し
は
、
教
室
と
ろ
う
下

が
き
れ
い
に
な
っ
て
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
。
よ
ご
さ
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
て
、
そ
う
じ
の

時
間
に
き
れ
い
に
ぴ
か
ぴ
か
に

な
る
ま
で
そ
う
じ
を
し
て
、
き

れ
い
に
使
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

三
年　
豊と

よ
だ田　
琉り

ゅ
う
せ
い誠

　
ぼ
く
が
一
番
う
れ
し
か
っ
た

の
は
ト
イ
レ
が
き
れ
い
に
な
っ

た
こ
と
で
す
。
前
の
ト
イ
レ
は

古
く
て
、
外
か
ら
入
っ
て
来
た

虫
が
い
て
い
や
で
し
た
。
今
は

と
て
も
き
れ
い
に
な
っ
た
の
で
、

み
ん
な
に
見
て
ほ
し
い
で
す
。

四
年　
柿か

き
ぬ
ま沼　

愛あ
い
な菜

　

私
は
、
学
校
が
き
れ
い
に

な
っ
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
と
く
に
お
気
に
入
り
の

所
は
か
い
だ
ん
で
す
。
ピ
ン
ク
、

青
、
緑
の
色
が
と
て
も
か
わ
い

く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
き
れ
い
に
、
大

切
に
使
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

四
年　
松ま

つ
だ田　
祈い

の
り

　
私
は
、
ト
イ
レ
が
使
い
や
す

く
な
っ
た
こ
と
が
う
れ
し
い
で

す
。
洋
式
の
ト
イ
レ
に
な
り
、

家
と
同
じ
よ
う
に
使
え
ま
す
。

ま
た
、
手
洗
い
場
や
電
気
が
自

動
に
な
り
、
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
い
つ
ま
で
も
き
れ
い
に
使

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

五
年　
阿あ

べ部　
優ゆ

う
な奈

　
教
室
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

教
室
が
き
れ
い
に
な
っ
た
の
で

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
新
し

く
な
っ
た
の
で
、
そ
う
じ
を
今

ま
で
よ
り
一
生
け
ん
命
が
ん

ば
っ
て
や
り
た
い
で
す
。
ま
た
、

改
修
工
事
を
進
め
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
に
感
謝
を
し
た
い
で
す
。

五
年　
金か

ね
こ子　
楓か

え
で

　
私
は
工
事
が
始
ま
る
と
聞
い

て
、
ど
ん
な
学
校
に
な
る
の
か

と
て
も
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
完
成
し
た
教
室
は

と
て
も
明
る
く
て
勉
強
し
や
す

そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
。
改
修

工
事
を
決
め
て
く
だ
さ
っ
た
多

く
の
方
々
に
感
謝
し
、
楽
し
い

学
校
生
活
を
送
り
た
い
で
す
。

六
年　
金か

な
は
ら原　
凪な

ぎ
さ沙

　
工
事
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
所
が
き
れ
い
に
な
り
、

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　
ト
イ
レ
や
各
教
室
な
ど
が
、

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
最
初

に
見
た
時
、
こ
う
ふ
ん
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
今
ま
で
以
上
に

大
切
に
使
い
、
た
く
さ
ん
使
っ

て
卒
業
を
む
か
え
た
い
で
す
。

六
年　
新に

っ
た田　
梨り

の乃

　
新
し
い
校
舎
に
な
っ
て
う
れ

し
か
っ
た
こ
と
は
、
教
室
が
き

れ
い
に
な
り
、
床
が
ぴ
か
ぴ
か

に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
と
て
も

使
い
や
す
く
、
過
ご
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
が

ん
ば
っ
て
清
掃
を
し
て
、
き
れ

い
な
赤
小
を
保
っ
て
い
き
た
い

で
す
。



（９） 記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

ご
み
収
集
・
し
尿
く
み
取
り

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課
撒（
57
）４
２
４
７

　
12
月
は
、
大
掃
除
な
ど
で
ご
み
の

出
や
す
い
時
期
で
す
。
ご
み
収
集
が

休
み
に
な
る
前
に
、
早
め
に
ご
み
を

出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
・
し
尿
く

み
取
り
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
休
み

に
な
り
ま
す
。

○
ご
み
収
集
を
休
む
期
間

　
12
月
31
日（
木
）～
１
月
３
日（
日
）

※�

事
業
所
の
ご
み
収
集
も
同
期
間
に

休
み
と
な
り
ま
す
。

○
し
尿
く
み
取
り
な
ど
を
休
む
期
間

　
12
月
29
日（
火
）～
１
月
３
日（
日
）

そ
の
他
の
公
共
施
設

　
役
場
以
外
の
公
共
施
設
な
ど
の
年

末
年
始
休
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
12
月
29
日（
火
）～
１
月
３
日（
日
）

・
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

・
キ
ラ
輪
号
予
約
セ
ン
タ
ー

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

・
社
会
福
祉
協
議
会

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
ホ
ー
プ
館
）

年
末
年
始
業
務
案
内

役

場

窓

口

問
町
民
生
活
部
住
民
課
撒（
57
）４
１
２
６

　
年
末
年
始
の
12
月
29
日（
火
）～
１

月
３
日（
日
）、
役
場
は
休
み
に
な
り

ま
す
。

　
休
み
に
入
る
前
の
12
月
28
日（
月
）

と
、
業
務
開
始
日
の
１
月
４
日（
月
）

は
、
特
に
窓
口
が
混
み
合
い
ま
す
。

こ
の
日
は
避
け
て
、
で
き
る
だ
け
前

も
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
自
動
交
付
機
（
磁
気
カ
ー
ド
で
住

民
票
と
印
鑑
証
明
交
付
）
の
ご
利
用

は
、
停
電
や
保
守
点
検
以
外
は
毎
日

８
時
30
分
～
17
時
15
分
ま
で
利
用
で

き
ま
す
。

　
な
お
、
12
月
29
日
は
終
日
、
庁
舎

内
停
電
の
た
め
ご
利
用
に
な
れ
ま
せ

ん
。

休
み
中
の
届
出

　
役
場
が
休
み
の
間
で
も
、
出
生
届
、

死
亡
届
、
婚
姻
届
な
ど
の
戸
籍
届
出

は
、
当
直
職
員
が
扱
い
ま
す
。

※�

夜
間
（
17
時
15
分
～
８
時
30
分
）

は
次
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
㈱
エ
ス
・
エ
ス
・
ジ
ー

　

撒
０
２
８
５（
23
）６
７
５
１

・
公
民
館

・
体
育
セ
ン
タ
ー

・
武
道
館

・
弓
道
場

・
丸
林
中
央
公
園
運
動
場

・
あ
じ
さ
い
公
園
運
動
場

・
篠
山
運
動
場

・
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

・
あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

・
新
橋
児
童
館

□
12
月
28
日（
月
）～
１
月
４
日（
月
）

・
総
合
運
動
公
園

・
犬
の
広
場
ド
ッ
グ
ラ
ン

・
町
立
図
書
館

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
き
ら
り
館
」

年
末
の
交
通
安
全 

　
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

問
総
合
政
策
部
総
務
課
撒（
57
）４
１
２
８

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
！
あ
な
た
が
主
役
で
す

日
12
月
11
日（
金
）～
31
日（
木
）

運
動
の
重
点

①
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
運
転
の
推
進

②�

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
の

防
止

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

広報のぎ

町からのお知らせ １２
２０１５

〈野木町役場〉０２８０（５７）４１１１代表
〈野木町公式ホームページ〉http://www.town.nogi.lg.jp/

※町の事業の申込受付等は、特に指定のない       
　限り土・日曜日、祝日、年末年始を除く８
　時３０分～１７時１５分（「としょかん」と「こども
　ひろば」を除く）

日 容 儡所 定対 申

今月の納期
　◇固定資産税　第４期　◇国民健康保険税　第６期

　　後期高齢者　第６期　◇介護保険料　第６期
　　医療保険料
◇



（１０）

お知らせ

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
栃
木
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

　
　
　

撒
０
２
８
２（
22
）１
７
１
６

「
平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
」

に
よ
り
住
宅
や
家
財
な
ど
に
損
害
を

受
け
た
皆
様
へ

　
先
般
の
災
害
に
よ
り
住
宅
や
家
財

（
車
等
）に
損
害
を
受
け
た
方
は
、
所

得
税
法
の
雑
損
控
除
の
適
用
に
よ
り

所
得
税
の
軽
減
ま
た
は
免
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
税
務
署
で
は
、
野
木

町
を
会
場
に
し
て
説
明
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

日
12
月
14
日（
月
）

　
午
前
の
部　
９
時
30
分
～
12
時

　
午
後
の
部　
13
時
30
分
～
16
時

所
役
場
新
館
２
階
大
会
議
室

持
ち
物

　
修
繕
の
内
容
・
金
額
が
わ
か
る
も

の
、
筆
記
用
具
、
電
卓

平
成
28
年
度 

　
　
嘱
託
職
員
募
集

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お

り
「
嘱
託
職
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

学校補助事務員 学校図書館司書 教育相談指導員

募集期間 １２月１日（火）～１８日（金）

提出書類
・履歴書（写真貼付）

・運転免許証写し

・履歴書（写真貼付）

・図書館司書または司書教    

　諭免許写し

・運転免許証写し

・履歴書（写真貼付）

・教員免許写し

・運転免許証写し

勤務内容
・文書の収受および経理事務

・図書室に係る事務

・読書活動に関すること

・学習活動の支援に関する

　こと

・図書資料の収集、整理、

　保存および利用に関する

　こと等

・不登校児などと保護者の相談に関

　する業務

・不登校児などが学校生活への

　適応を図るための援助

・不登校児などの保護者、学校、

　地域との連絡などや協力に　

　関する業務

委嘱期間 平成２８年４月１日～翌年３月３１日（継続の場合あり・更新期間含め５年以内）

勤務時間

・１０時～１５時３０分

　（学校により多少前後あり）

・週５日

・原則月曜日～金曜日　 

　（行事による休日勤務あり）

・１０時～１５時３０分

　（学校により多少前後あり）

・週５日以内

※８月は勤務を要しない

・原則月曜日～金曜日（行

　事による休日勤務あり）

・在籍校を含め２校の巡回

　勤務あり

・９時～１５時

・月曜日～金曜日

・勤務地は野木町役場内になり

　ます

報酬 時給８００円 時給１,２００円

手当 通勤手当（町条例による）

募集人員 数名 数名 １名

選考方法 書類・面接による選考

問い合わせ

申込先

〒 329-0195

野木町教育委員会

こども教育課学校教育係

撒 (57)4183

※郵送可、最終日 17 時必着

〒 329-0195

野木町教育委員会

こども教育課子育て支援係

撒 (57)4138

※郵送可、最終日 17 時必着



（１１）

お知らせ

み
そ
づ
く
り
講
習
会

問
産
業
建
設
部
産
業
課
撒（
57
）４
１
７
４

　
町
内
で
生
産
さ
れ
た
大
豆
・
米
を

使
用
。
じ
っ
く
り
熟
成
さ
せ
、
来
年

の
秋
に
は
お
い
し
い
手
作
り
味
噌
が

ご
賞
味
い
た
だ
け
ま
す
。

日（
１
回
目
）

　
平
成
28
年
１
月
12
日（
火
）～
15
日（
金
）

　
９
時
～
（
12
日
は
下
準
備
）

　
（
２
回
目
）

　
平
成
28
年
１
月
19
日（
火
）～
22
日（
金
）

　
９
時
～
（
19
日
は
下
準
備
）

所
町
農
産
物
加
工
施
設

　
友
沼
４
９
５
２-

１

　

撒（
55
）２
８
２
８

対
町
内
在
住
の
方

　

４
日
間
参
加
で
き
る
方

定
各
回
と
も
先
着
10
名

儡
５
、０
０
０
円
（
材
料
費
等
）

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
白
タ
オ
ル

　
６
枚
、
長
靴
（
き
れ
い
に
洗
っ
た

　

も
の
）、
味
噌
を
入
れ
る
樽
（
30

　
リ
ッ
ト
ル
位
の
も
の
）、
マ
ス
ク

主
催　
町
・
小
山
農
業
協
同
組
合

申
12
月
14
日（
月
）～
18
日（
金
）

　
参
加
費
を
添
え
産
業
課
へ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

問〈
公
社
〉野
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

撒（
56
）２
１
３
７

興
新
規
会
員
募
集

　
新
規
会
員
の
入
会
説
明
会
を
左
記

日
程
で
開
催
し
ま
す
。
入
会
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
電
話
連
絡
の
上
お
越

し
く
だ
さ
い
。
入
会
資
格
は
、
野
木

町
在
住
で
、
60
歳
以
上
の
健
康
で
働

く
意
欲
の
あ
る
方
で
す
。

　
特
に
「
障
子
・
襖
・
網
戸
貼
り
」、

「
農
作
業
」、「
草
取
り
」、「
屋
内
清

掃
」、「
家
事
援
助
」、「
毛
筆
賞
状
書

き
」お
よ
び「
ト
ラ
ク
タ
ー
の
操
作
」

の
で
き
る
方
を
募
集
中
で
す
。

入
会
説
明
会

日
12
月
10
日（
木
）14
時
～
15
時
30
分

　
（
筆
記
用
具
持
参
）

興
刃
物
研
ぎ

所
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

日
12
月
18
日（
金
）10
時
～
15
時

儡
包
丁
類　
　
　

２
０
０
円
～

　
ハ
サ
ミ
類　
　
６
０
０
円
～

　
鎌
・
ナ
タ
類　
３
０
０
円
～

興
障
子・襖
貼
り

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

障
子・襖・網
戸
の
貼
り
替
え
も
承
っ

て
お
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
ご
依
頼

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

問
選
挙
管
理
委
員
会
撒（
５７
）４
１
１
４

　
年
末
年
始
は
何
か
と
贈
り
物
や
お

祝
い
事
を
す
る
機
会
の
多
い
シ
ー
ズ

ン
で
す
が
、
政
治
家
が
選
挙
区
内
の

人
に
、
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
公

職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
有
権
者
が
政
治
家
に
寄
附
や

贈
り
物
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

〈
キ
ラ
輪
号
〉か
ら
の
お
知
ら
せ

問
町
社
会
福
祉
協
議
会
撒（
５７
）３
１
０
０

　
産
業
建
設
部
都
市
整
備
課
撒（
５７
）４
１
６
１

　
〈
キ
ラ
輪
号
〉は
、町
の
中
な
ら「
ど

こ
か
ら
で
も
、
ど
こ
へ
で
も
」
乗
り

降
り
で
き
る
、
公
共
の
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
で
す
。
皆
さ
ん
の
お
出
か
け

に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

予約センター
緯（５４）５５１５
　平日８時便
　　　～１６時便

「広報のぎ」に掲載する有料広告を募集します。

　モノクロ１段枠（横１７５㎜×縦４０㎜）１６,０００円／月
　モノクロ半段枠（横８５㎜×縦４０㎜）　８,０００円／月
　※この記事のサイズが「半段枠」です。
　※審査の結果、掲載できない場合があります
　※詳しいことはお問い合わせください。

問総合政策部政策課（57）４１３４

広　　告



（１２）

お知らせ

12
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
で
す

問
栃
木
県
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

撒
０
２
８
５（
22
）１
２
１
９

　
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
特

例
検
査
を
行
い
ま
す
。
無
料
・
匿
名

で
検
査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
12
月
２
日（
水
）９
時
～
19
時　

※
予
約
不
要

所�

栃
木
県
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
県
庁
小
山
庁
舎
）

　
小
山
市
犬
塚
３-

１-

１

容�

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
（
希
望
に
よ
り
、

梅
毒
検
査
も
同
時
に
受
け
ら
れ
ま

す
）

検
査
結
果

　

�

即
日
（
結
果
が
判
明
す
る
ま
で
約

３０
分
を
要
し
、
そ
れ
ま
で
待
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
）

※�

感
染
が
疑
わ
れ
る
出
来
事
が
あ
っ

た
日
か
ら
、
１２
週
間
以
上
経
っ
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
す

※
相
談
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

※�

毎
週
水
曜
日（
受
付
１３
時
～
１４
時
）

に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
・
性
感
染
症
検
査

（
梅
毒
、
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
、　
淋

菌
）・
Ｂ
型
、
Ｃ
型
肝
炎
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
２７
年
度 

一
般
公
募
上
級
救
命
講
習
会

問
小
山
市
消
防
署
救
急
係

　
　
　

撒
０
２
８
５（
３９
）６
６
６
６

　
野
木
分
署　
　

撒（
５７
）１
１
１
９

　
心
肺
蘇
生
法
が
中
心
の
普
通
救
命

講
習
の
内
容
に
加
え
て
、
傷
病
者
管

理
法
や
外
傷
の
手
当
、
搬
送
法
な
ど
、

よ
り
深
く
よ
り
正
し
く
応
急
手
当
を

学
べ
る
講
習
会
で
す
。

日
１２
月
１３
日（
日
）

　
９
時
～
１８
時

　
（
受
付
時
間　
８
時
３０
分
）

所
小
山
市
消
防
本
部
・
会
議
室

　
小
山
市
神
鳥
谷
１
７
０
０-

２

対
中
学
生
以
上

定�

２０
名
（
先
着
順
と
し
、
定
員
に
な

り
次
第
、
締
切
と
し
ま
す
。）

申
１２
月
１
日（
火
）～
１１
日（
金
）

　
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

そ
の
他

①
受
講
料
は
無
料
で
す
。

②
活
動
し
や
す
い
服
装
で
お
願
し
ま
す
。

③
テ
キ
ス
ト
を
配
布
し
ま
す
。

④
筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

⑤
昼
食
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

県内一斉地方税滞納整理強化月間

い
ま
い
ち
ど
ご
自
分
の
納
付
状
況
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

問
総
合
政
策
部
税
務
課
撒（
57
）４
１
２
４・
４
１
４
４

　
納
税
の
公
平
と
税
収
の
確
保
を
図
る
た
め
、
11
月
～
12
月
を
「
県
内
一
斉
地
方

税
滞
納
整
理
強
化
月
間
」
と
し
て
、
栃
木
県
と
の
協
働
で
、
徴
収
強
化
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

★
一
人
ひ
と
り
が
町
を
支
え
る

　
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
が
町
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
て
い
ま
す
。
納
税
し
な
い

人
が
増
え
る
と
生
活
に
必
要
な
様
々
な
事
業
が
行
え
な
く
な
り
ま
す
。

★
自
主
的
な
納
付
を
鎧

　
町
で
は
、
住
民
の
皆
様
の
自
主
的
な
納
税
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
納
期
限
を
過

ぎ
て
も
納
付
が
な
い
場
合
は
、
財
産
の
滞
納
処
分
（
差
し
押
さ
え
・
公
売
な
ど
）

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
差
し
押
さ
え
財
産
の
調
査
の
た
め
、
滞
納
者
の
住

居
や
事
業
所
の
捜
索
、
自
動
車
差
し
押
さ
え
の
た
め
の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
町
で
は
税
収
確
保
に
向
け
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す

納
税
相
談
：�

町
税
な
ど
を
納
期
限
内
に
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
方
の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

納
税
催
告
：�

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
方
に
対
し
、
督
促
状
・
催
告
書
な

ど
の
送
付
、
電
話
催
告
、
自
宅
訪
問
、
勤
務
先
訪
問
を
行
い
ま
す
。

財
産
調
査
：�

滞
納
者
の
財
産
に
つ
い
て
、
官
公
署
、
金
融
機
関
、
保
険
会
社
、
通

信
機
関
な
ど
に
対
し
調
査
を
行
い
ま
す
。

給
与
調
査
：�

滞
納
者
の
給
与
を
差
し
押
さ
え
す
る
た
め
、
勤
務
先
に
対
し
給
与
の

調
査
を
行
い
ま
す
。

差
押
処
分
：�

不
動
産
・
預
貯
金
や
生
命
保
険
、
給
与
の
ほ
か
、
自
動
車
な
ど
の
差

し
押
さ
え
を
行
い
ま
す
。
差
し
押
さ
え
後
も
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、

差
し
押
え
財
産
の
公
売
・
取
り
立
て
を
行
い
ま
す
。

★
町
県
民
税
特
別
徴
収
義
務
者(

事
業
所)

の
方
へ

　
栃
木
県
で
は
、
平
成
27
年
度
、
町
県
民
税
特
別
徴
収
義
務
者
の
一
斉
指
定
を

行
い
ま
し
た
。
納
入
が
遅
れ
る
と
、
従
業
員
の
方
に
迷
惑
が
掛
か
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
必
ず
毎
月
10
日
の
納
期
限
を
守
り
ま
し
ょ
う
。



（１３）

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
事
業
主
に
返

　
戻
す
る
書
類
に
は
個
人
番
号
は
記

　
載
さ
れ
ま
せ
ん
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
０
５
７
０（
20
）０
１
７
８

　
（
平
日
９
時
30
分
～
17
時
30
分
）

　
（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

町
で
測
定
し
て
い
る
環
境
放
射
線
量
な
ど
の
状
況

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課
撒（
57
）４
１
３
１

　
こ
ど
も
教
育
課
撒（
57
）４
１
３
８

◎
11
月
４
日
、
役
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　
ポ
ス
ト
で
測
定
し
た
値
は
、

　
地
面
か
ら
の
高
さ
１
ｍ
で

　
０
・０
４
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時

　
で
し
た
。

◎
11
月
４
日
（
第
１
水
曜
日
）、
各
小
中

　
学
校
校
庭
で
測
定
し
た
量
の
値
は
、

　
最
大
０
・０
７
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
、

　
最
小
０
・０
４
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時

　
で
し
た
。

お知らせ
野
木
町
男
女
共
同
参
画
映
画
会
２
０
１
５ 

「
う
ま
れ
る　
ず
っ
と
、い
っ
し
ょ
。」

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課
撒（
57
）４
１
５
４

日
12
月
12
日（
土
）

　
13
時
開
場　
13
時
30
分
開
演

所
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル　
小
ホ
ー
ル

定
２
０
０
名
（
入
場
整
理
券
必
要
）

※
整
理
券
は
、
生
活
環
境
課
窓
口
お

　
よ
び
き
ら
り
館
に
お
い
て
無
料
で

　

配
布
し
て
い
ま
す
。（
１
人
４
枚

　
ま
で
）

※
対
象
は
原
則
と
し
て
町
民
の
方
に

　
限
り
ま
す
。

平
成
28
年
度 

入
札
参
加
者
資
格
審
査
の

追
加
申
請
受
付

問
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

　
　
　

撒
０
２
８
５（
22
）３
２
２
８

　
平
成
28
年
度
入
札
参
加
者
資
格
審

査
の
追
加
申
請
受
付
を
左
記
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

受
付
期
間

　
12
月
７
日（
月
）～
25
日（
金
）必
着

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

提
出
方
法

　
郵
送
（
郵
便
書
留
）

※
持
参
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
注
意

　
し
て
く
だ
さ
い
。

※
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
管
内
市

　
町
に
本
店
ま
た
は
支
店
及
び
営
業

　
所
を
有
す
る
方
は
持
参
に
よ
る
提

　
出
も
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
同
組
合
Ｈ
Ｐ

　

(http://w
w
w
.city.oyam

a.

　
　

tochigi.jp/kouiki/)

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
出
先

　
〒
３
２
３-

０
０
４
３

　
小
山
市
大
字
塩
沢
６
０
４
番
地

　
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
総
務
課

　
管
理
係　
宛

聞
こ
え
の
悩
み
・補
聴
器

の
相
談
に
つ
い
て

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
栃
木
県
中
途
失
聴
・

　
難
聴
者
協
会

　

撒
０
８
０-
８
７
４
２-

９
８
１
１

　

姉
０
２
８
５（
51
）１
３
２
６

　

死tcnks5
8
@

sky.ucatv.ne.jp

　
補
聴
器
の
装
用
を
検
討
さ
れ
た
り

関
心
が
あ
る
方
、
難
聴
や
聞
こ
え
の

事
で
悩
み
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に

相
談
を
行
い
ま
す
。

日
12
月
16
日（
水
）

・「
相
談
会
」
10
時
～
12
時

　
（
相
談
受
付
11
時
20
分
ま
で
）

所
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
ホ
ー
プ

　
館
）
２
階
「
教
養
室
」
他

容
①
補
聴
器
個
別
相
談
…
補
聴
器
専

　
　
門
店
の
方
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

　
　
す
。（
販
売
は
し
ま
せ
ん
）

　
②
聞
こ
え
の
悩
み
相
談
…
身
体
障

　
　
が
い
者
相
談
員
等
が
相
談
に
の

　
　
り
ま
す
。

　
③
そ
の
他
…
難
聴
者
に
役
立
つ
福

　
　
祉
機
器
の
展
示
な
ど

※
入
場
・
相
談
は
無
料
で
す
。

　
（
事
前
予
約
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
午
後
に
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

平
成
28
年
１
月
か
ら
雇
用
保
険

の
届
出
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す

問
小
山
公
共
職
業
安
定
所

　
　
　

撒
０
２
８
５（
22
）１
５
２
４

個
人
番
号
の
記
載
が
必
要
と
な
る
届
出

○
個
人
番
号
は
、
社
会
保
障
・
税
・

　
災
害
対
策
分
野
の
中
で
法
律
で
定

　
め
ら
れ
た
行
政
手
続
に
使
用
す
る

　
番
号
で
、
雇
用
保
険
業
務
で
は
被

　
保
険
者
の
資
格
取
得
や
確
認
、
給

　
付
な
ど
に
利
用
し
ま
す
。

○
雇
用
保
険
業
務
に
お
い
て
は
、

①
平
成
28
年
１
月
か
ら
、
被
保
険
者

　
資
格
取
得
届
・
資
格
喪
失
届
な
ど

　
に
個
人
番
号
を
記
載
し
て
ハ
ロ
ー

　
ワ
ー
ク
に
届
け
出
る
こ
と
が
必
要

　
と
な
り
ま
す
。

②
在
職
者
の
個
人
番
号
に
つ
い
て
は
、

　
現
在
、
検
討
中
。

私の一冊大募集！

　「広報のぎ」では、読書のま

ち推進の一環として「私の一

冊」を募集しています。詳し

い内容等は電話または町ホー

ムページをご覧ください。

◆問い合わせ先
　町総合政策部政策課

　撒（57）４１３４

　死seisaku@town.nogi.lg.jp



（１４）

お知らせ・生涯学習・スポーツ

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

精
神
障
害
サ
ポ
ー
ト
教

室
の
ご
案
内

問
栃
木
県
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

撒
０
２
８
５（
22
）６
１
９
２

　
こ
の
教
室
は
、
統
合
失
調
症
に
つ

い
て
、
正
し
い
知
識・新
し
い
情
報・

具
体
的
な
対
処
方
法
な
ど
を
学
び
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
１
月
７
日（
木
）

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分
（
原
則
）

所
栃
木
県
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
県
庁
小
山
庁
舎　

４
階
大
会
議
室

　
小
山
市
犬
塚
３-

１-

１

容
『
当
事
者
に
よ
る
体
験
発
表
』

講
師　
精
神
障
が
い
当
事
者

対
統
合
失
調
症
を
も
つ
本
人
、
家
族
、

　
支
援
者
等
、
関
心
の
あ
る
方
ど
な

　
た
で
も

申
12
月
25
日（
金
）ま
で

※
参
加
希
望
の
方
は
、
必
ず
お
電
話   

　
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施 

一
般
廃
棄
物（
ご
み
）処
理

基
本
計
画（
案
）

問
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

　
　
　

撒
０
２
８
５（
22
）２
８
０
９

　
「
一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）
処
理
基

本
計
画
」
を
策
定
す
る
た
め
、
皆
様

か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　
個
々
の
ご
意
見
に
は
直
接
回
答
は

い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

閲
覧
場
所

・
野
木
町
生
活
環
境
課

・
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

公
開
期
間

　
12
月
７
日（
月
）～
平
成
28
年
１
月

　
12
日（
火
）※
土
日
、祝
日
を
除
く

募
集
期
間

　
12
月
11
日（
金
）～
平
成
28
年
１
月

　
12
日（
火
）※
土
日
、祝
日
を
除
く

提
出
方
法

　
書
面
に
よ
り
直
接
提
出
し
て
い
た

　
だ
く
か
、
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ・
Ｅ
メ
ー

　
ル
で
提
出
。様
式
は
任
意
で
す
が
、

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電

　
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先

　
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合�

　
　
ご
み
処
理
施
設
整
備
課

　
〒
３
２
３-

０
０
４
３

　
小
山
市
大
字
塩
沢
６
０
４

　

姉
０
２
８
５（
22
）８
１
８
２

　

死d-kouiki@
city.oyam

a.tochigi.jp

国
際
交
流
協
会
の
催
し 

い
け
ば
な
体
験
講
座

問
国
際
交
流
協
会　
真
瀬
美
智
子

　

撒（
55
）１
６
７
３

　

撒
０
９
０-

８
０
３
８-

６
０
３
５

…
「
ク
リ
ス
マ
ス
」「
お
正
月
」
の
い
け
ば
な
…

日
12
月
20
日（
日
）

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

所
町
公
民
館　

講
師　
草
月
流
師
範（
当
協
会
会
員
）

対
国
籍
を
問
い
ま
せ
ん
。

儡
当
協
会
会
員
５
０
０
円

　
非
会
員
１
、０
０
０
円

定
先
着
10
名

申
12
月
３
日（
木
）～
10
日（
木
）

　
町
公
民
館
へ
受
講
料
を
添
え
て
申

　
し
込
む
。

持
ち
物

①
身
近
に
あ
る
花
器
（
花
瓶・水
盤
・

　
サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル
・
洋
酒
の
空
き
瓶

　
等
の
水
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

　
器
）

②
ハ
サ
ミ
・
花
包
み
（
ビ
ニ
ー
ル
風

　
呂
敷
程
度
で
可
）

パ
ソ
コ
ン
サ
ロ
ン

問
町
公
民
館　
　

撒（
57
）４
１
７
７

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
初
心
者
対

象
パ
ソ
コ
ン
相
談
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

日
12
月
10
日（
木
）

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
12
月
19
日（
土
）

　
９
時
30
分
～
11
時
30
分

所
町
公
民
館

※
日
程
変
更
も
あ
り
ま
す
の
で
、
公
民

　
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
受

付
は
土
日
祝
日
を
除
く
９
時
～
17
時

第
12
回
野
木
町
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
大
会(

成
年
の
部)

問
町
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会

　
吉
田
正　
　
　

撒（
55
）０
７
４
１

日
平
成
28
年
２
月
21
日(

日)

　
受
付
８
時
～

所
野
木
中
学
校
新
体
育
館

対
町
在
住
在
勤
の
18
歳
以
上

申
平
成
28
年
１
月
８
日(

金)

～
29
日

　

(

金)

に
問
い
合
わ
せ
先
へ

生
涯
学
習

ス
ポ
ー
ツ



（１５）

スポーツ

第
44
回
野
木
町
駅
伝
大
会

問
生
涯
学
習
課　

撒（
57
）４
１
８
７

日
１
月
24
日（
日
）

　
小
雨
・
小
雪
決
行
（
順
延
な
し
）

　
受
付　
７
時
45
分
～
８
時

集
合
場
所　
町
公
民
館

所
町
内
コ
ー
ス
（
コ
ー
ス
図
参
照
）

参
加
資
格・チ
ー
ム
編
成

○
小
中
学
生
の
部
は
、
町
内
の
小
中

　
学
生
の
参
加
と
し
ま
す
。

○
一
般
男
女
の
部
に
小
中
学
生
の
参

　
加
は
認
め
ま
せ
ん
。

○
一
般
男
子
・
壮
年
男
子
の
部
に
女

　
子
２
名
ま
で
の
参
加
は
認
め
ま
す
。

○
一
般
男
女
・
壮
年
男
子
の
部
は
、

　
町
在
住
在
勤
者
の
参
加
が
半
数
以

　
上
と
し
ま
す
。

※
今
後
、
編
成
等
に
変
更
が
生
じ
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

　
申
込
み
の
際
に
お
渡
し
す
る
要
項

　
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

種
目・人
数・参
加
費

○
小
学
生
男
子
・
女
子
、
中
学
生
女
子
の
部

　

１
チ
ー
ム
５
名　

２
、０
０
０
円

○
一
般
女
子
の
部

　

１
チ
ー
ム
５
名　

２
、５
０
０
円

○
中
学
生
男
子
の
部

　

１
チ
ー
ム
７
名　

２
、５
０
０
円

○
一
般
男
子
・
壮
年
男
子
（
４０
歳
以

　
上
）
の
部

　

１
チ
ー
ム
７
名　
３
、５
０
０
円

申
12
月
１
日(

火)

～
18
日(

金)

に
参

　
加
費
を
添
え
、
問
い
合
わ
せ
先
へ

野
木
町
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ボ

講
習
会

問
生
涯
学
習
課　

撒（
57
）４
１
８
７

日
２
月
６
日（
土
）

　
受
付　
午
前
４
時
30
分
～
午
前
５
時

集
合
場
所　
町
公
民
館

所
会
津
高
原
だ
い
く
ら
ス
キ
ー
場

対
小
学
生
以
上
の
町
在
住
在
勤
者

　
（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

※
ス
ク
ー
ル
に
全
員
参
加
と
な
り
ま
す
。

講
師　
町
ス
キ
ー
協
会
指
導
員

　
　
　
ス
キ
ー
場
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

交
通　
貸
切
バ
ス
２
台

定
先
着
70
名

儡
○
中
学
生
以
上

　
　

Ａ
コ
ー
ス　
７
、５
０
０
円

　
　
（
リ
フ
ト
・
昼
食
代
等
）

　
　
Ｂ
コ
ー
ス　
９
、０
０
０
円

　
　
（
リ
フ
ト
・
昼
食
代
・
レ
ン
タ

　
　
ル
ス
キ
ー
・
レ
ン
タ
ル
ス
ノ
ー

　
　
ボ
ー
ド
等
）

　
○
小
学
生

　
　
Ｃ
コ
ー
ス　
６
、５
０
０
円

　
　
（
リ
フ
ト
・
昼
食
代
等
）

　
　
Ｄ
コ
ー
ス　
７
、５
０
０
円

　
　
（
リ
フ
ト
・
昼
食
代
・
レ
ン
タ

　
　
ル
ス
キ
ー
等
）

※
小
学
生
の
レ
ン
タ
ル
ス
ノ
ー
ボ
ー

　
ド
は
５
０
０
円
増

・
レ
ン
タ
ル
ウ
ェ
ア
は
別
途

　

２
、０
０
０
円

・
レ
ン
タ
ル
ゴ
ー
グ
ル
、
手
袋
、
帽

　
子
は
別
途
各
２
０
０
円

申
12
月
３
日(

木)

～
22
日(

火)

に
参

　
加
費
を
添
え
、
問
い
合
わ
せ
先
へ

駅伝コース図

人
権
標
語

　
　
ゆ
ず
り
合
う
　

　
　
　
　
　
心
が
地
球
を
　
丸
く
す
る新

橋
小
学
校　
江え

ぐ

ち口　
直な

お

き輝

（
26
年
度
に
学
校
を
通
じ
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）



（１６）

スポーツ・としょかん

栃
木
Ｓ
Ｃ
健
康
体
操
教
室

問
生
涯
学
習
課　

撒（
57
）４
１
８
７

　

Ｊ
リ
ー
グ
所
属
の
栃
木
Ｓ
Ｃ
ト

レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
健
康
体
操
教
室
を

行
い
ま
す
。

日
12
月
18
日(

金)　
10
時
30
分
～

　

(

受
付
10
時
～)

所
町
公
民
館

対
町
在
住
在
勤
者

容
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
健
康
体
操
教
室

持
ち
物

　

運
動
の
出
来
る
服
装
、
飲
み
物
、

　
タ
オ
ル

儡
無
料

講
師　

　
栃
木
Ｓ
Ｃ
ト
レ
ー
ナ
ー

　
森
川 

純
子 

氏

　

(

日
本
体
育
協
会
公
認
フ
ィ
ッ
ト

　
ネ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー)

定
30
名(

先
着
順)

申
12
月
１
日(

火)

～
15
日(

火)

に
問

　
い
合
わ
せ
先
で
申
込
書
に
記
入

第
23
回
野
木
町
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
冬
季
大
会

問
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　
寺
内
好
子
撒
０
９
０-

４
３
７
５-

１
０
３
１

日
①
フ
リ
ー
・
シ
ル
バ
ー
混
合
の
部
、

　
　
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部　

　
　

２
月
７
日(

日)

　
　
受
付
８
時
30
分
～

　
②
ゴ
ー
ル
ド
の
部

　
　

２
月
21
日(

日)

　
　
受
付
９
時
10
分
～

所
①
２
月
７
日(

日)

　
　
野
木
中
学
校
新
体
育
館

　
②
２
月
21
日(

日)

　
　
町
体
育
セ
ン
タ
ー

対
町
在
住
在
勤
者

　
〈
フ
リ
ー
・
シ
ル
バ
ー
混
合
の
部
〉

・
フ
リ
ー
の
部
は
年
齢
制
限
無
し

・
シ
ル
バ
ー
混
合
の
部
は
チ
ー
ム
合

　
計
２
０
０
歳
以
上

　
〈
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
〉

　
40
歳
以
上
、
１
名
は
39
歳
以
下
可

　
〈
ゴ
ー
ル
ド
混
合
の
部
〉

　
50
歳
代
男
女
と
60
歳
代
以
上
男
女

　
各
１
名
ず
つ

　
〈
ゴ
ー
ル
ド
女
子
の
部
〉

・
55
歳
以
上

儡
１
チ
ー
ム
１
、０
０
０
円

　

(

代
表
者
会
議
に
て
徴
収)

代
表
者
会
議
日
時

　

１
月
22
日(

金)

19
時
30
分
～

　
町
公
民
館

そ
の
他

　
主
審
が
出
来
る
審
判
員
を
各
チ
ー

　
ム
１
名

申
１
月
５
日(

火)

～
15
日(

金)

に
問

　
い
合
わ
せ
先
へ

熱
気
球
体
験
教
室

問
生
涯
学
習
課　

撒（
57
）４
１
８
７

　
野
木
町
の
気
球
に
乗
っ
て
熱
気
球

の
体
験
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

日
12
月
20
日(

日)

　
受
付　
７
時
15
分
～

　
予
備
日　
12
月
23
日(

水)

所
町
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場

容
・
係
留
フ
ラ
イ
ト
の
体
験

　
・
熱
気
球
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
か
ら

　
　
フ
ラ
イ
ト
ま
で
の
一
連
の
作
業

　
　
体
験

※
雨
や
強
風
に
よ
り
、
途
中
で
終
了

　
と
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

儡
無
料

定
・
係
留
フ
ラ
イ
ト
体
験
１
２
０
名

　
・
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
体
験　
25
名

※
ど
ち
ら
も
先
着
順

対�

小
学
生
以
上
の
町
在
住
在
勤
者 

(

た
だ
し
、
小
学
３
年
生
ま
で
は  

保
護
者
同
伴)

申
12
月
１
日(

火)

～
16
日(

水)

に
問

　
い
合
わ
せ
先
へ

問
町
立
図
書
館　

撒（
57
）２
８
１
１

お
は
な
し
会

☆
グ
レ
ー
ス
森

日
12
月
４
日（
金
）11
時
～
11
時
30
分

容
♪
絵
本
よ
み
き
か
せ

　
♪
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

対
幼
児

☆
ピ
ノ
キ
オ

日
①
12
月
８
日（
火
）・15
日（
火
）・22
日（
火
）

　
　
11
時
～
11
時
20
分

　
②
12
月
19
日（
土
）

　
　
14
時
30
分
～
15
時

容
①
♪
絵
本
よ
み
き
か
せ

　
　
♪
手
あ
そ
び

　
②
♪
絵
本
よ
み
き
か
せ

　
　
♪
手
あ
そ
び　
♪
工
作

対
幼
児
～
小
学
校
低
学
年

☆
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
（
図
書
館
職
員
）

日
12
月
12
日（
土
）14
時
30
分
～
15
時

容
♪
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

　
♪
お
り
が
み

対
４
歳
位
～
小
学
生

※
会
場
は
１
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

※
対
象
は
目
安
で
す
の
で
、
お
気
軽

　
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

と
し
ょ
か
ん



（１７）

移
動
図
書
館
巡
回
日
程

新
橋
小　
　
12
月
１
日(

火)

　
　
　
　
　
13
時
５
分
～
13
時
50
分

南
赤
塚
小　
12
月
３
日(

木)

　
　
　
　
　
13
時
～
13
時
30
分

佐
川
野
小　
12
月
８
日(
火)

　
　
　
　
　
12
時
50
分
～
13
時
20
分

野
木
小　
　
12
月
17
日(
木
）

　
　
　
　
　
13
時
５
分
～
13
時
45
分

※
一
般
の
方
も
利
用
出
来
ま
す
が
、

　
児
童
書
が
中
心
で
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

　
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
着
図
書
案
内

▽
一
般
書

○
百
歳
ま
で
の
読
書
術

（
津
村
海
太
郎
）
読
書
案
内

○
ヨ
ー
コ
さ
ん
の
言
葉

（
佐
野
洋
子
）
エ
ッ
セ
イ

○
小
山
の
母　
寒
河
尼
物
語

（
知
久
豊
）
小
説

○
き
の
う
の
影
踏
み

（
辻
村
深
月
）
小
説

○
Ａ
で
は
な
い
君
と（

薬
師
岳
）
小
説

▽
児
童
書

○
お
は
な
し
ば
あ
さ
ん
と
風
来
坊

（
川
端
誠
）
絵
本

○
ア
リ
の
く
ら
し
の
大
接
近

（
丸
山
宗
利
）
科
学

○
お
米
が
で
き
る
ま
で

（
岩
永
る
み
こ
）
農
業

○
ル
ー
ク
と
ふ
し
ぎ
な
歌

（
ほ
し
お
さ
な
え
）
読
み
も
の

※
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
資
料

　
検
索
→
新
着
資
料
検
索
）
か
ら
検

　
索
・
予
約
が
で
き
ま
す
。

～
ク
リ
ス
マ
ス
工
作
～ 

ポ
イ
ン
セ
チ
ア
リ
ー
ス
を

作
ろ
う

日
12
月
12
日（
土
）10
時
～
11
時

所
２
階
研
修
室

定
15
名
（
先
着
順
）

儡
無
料

対
幼
児
（
保
護
者
）
～
小
学
生

申
図
書
館
に
来
館
ま
た
は
電
話

小
学
生
の
た
め
の 

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

問
西
巻
ち
ず
子　

撒（
55
）１
０
９
６

日
12
月
13
日（
日
）

　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
（
開
場
10
時
15
分
）

所
２
階
ホ
ー
ル

対
小
学
生

容
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
・
紙
芝
居
・
大
型

　

絵
本
・
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ネ
ル
シ
ア�

　
タ
ー
な
ど

申
不
要

儡
無
料

主
催　
絵
本
の
会

第
７
回 

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

問
西
巻
ち
ず
子　

撒（
55
）１
０
９
６

日
12
月
20
日（
日
）

　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
（
開
場
10
時
15
分
）

所
２
階
ホ
ー
ル

対
幼
児
～
小
学
校
低
学
年

容
手
袋
人
形
・
紙
芝
居
・
ハ
ン
ド
ベ

　
ル
・
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

　
な
ど

申
不
要

儡
無
料

主
催　
絵
本
の
会

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
で

　
　
　
　
あ
そ
ぼ
う
！

日
１
月
７
日（
木
）１１
時
～
11
時
30
分

所
２
階
ホ
ー
ル

対
０
歳
～
２
歳

申
図
書
館
に
来
館
ま
た
は
電
話

主
催　
ひ
よ
こ
の
会
・
よ
ち
よ
ち
く

　
　
　
ら
ぶ

★
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

　
休
館
日
・
閉
館
後
は
、
返
却
ポ
ス

　
ト
か
駅
の
ポ
ス
ト
に
本
を
返
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　
Ｃ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
・
カ
セ
ッ
ト
な
ど

　
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

冬
休
み 

子
ど
も
図
書
館
員
募
集

日
１
月
６
日（
水
）・
７
日（
木
）�

　
（
１
名
に
つ
き
１
日
）

容
カ
ウ
ン
タ
ー
の
仕
事

　
本
の
修
理
な
ど

対
町
内
在
住
の
小
学
５・
６
年
生

定
８
名

申
12
月
11
日（
金
）～
17
日（
木
）

　
図
書
館
に
来
館
ま
た
は
電
話

　
※
希
望
日
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

　
12
月
28
日（
月
）～
１
月
４
日（
月
）

ま
で
休
館
日
と
な
り
ま
す
。

としょかん



（１８）

新
橋
児
童
館問

撒（
57
）９
１
５
５

12
月
の
休
館
日

　

２
日(

水)

、23
日（
水
）、29
日（
火
）、

　
30
日（
水
）、31
日（
木
）

※
１
月
は
４
日（
月
）よ
り
開
館

興
楽
し
い
手
芸
教
室

　
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
リ
ー
ス
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？

日
12
月
７
日（
月
）～
17
日（
木
）

　
10
時
30
分
～
12
時
（
土
日
の
み
）

　
15
時
～
16
時

※
30
分
ご
と
に
開
始
致
し
ま
す
。

対
幼
児（
３
歳
以
上
）・
小
学
生
以
上

儡
無
料

持
ち
物　
手
拭
タ
オ
ル

申
予
約
し
た
い
日
の
前
日
ま
で

　
（
電
話
可
）

興
げ
ん
キ
ッ
ズ

　
パ
ワ
フ
ル
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
や
り

ま
す
。
げ
ん
キ
ッ
ズ
な
ら
で
は
の
ク

リ
ス
マ
ス
を
お
楽
し
み
に
…
。

日
12
月
12
日（
土
）

　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
３
歳
以
上
の
幼
児
と
保
護
者

儡
無
料

持
ち
物　
汗
拭
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
12
月
３
日（
木
）～
10
日（
木
）

　
（
電
話
可
）

興
ハ
ッ
ピ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ（
小
学
生
）

　
ち
ょ
っ
ぴ
り
早
い
け
ど
ク
リ
ス
マ

ス
風
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
す
。

日
12
月
19
日（
土
）10
時
30
分
～
12
時

対
小
学
生
以
上

定
20
名
程
度

※
小
学
生
の
ご
兄
弟
で
の
参
加
は
Ｏ
Ｋ

儡
１
人
１
５
０
円　

持
ち
物

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
飲
み
物
、

　
フ
ォ
ー
ク

申
12
月
３
日（
木
）～
16
日（
水
）ま
で

　
（
電
話
不
可
）

興
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
先
生
と
お
話
を
し
な
が
ら
、
オ
イ

ル
を
使
わ
な
い
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
12
月
21
日（
月
）

　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
12
か
月
ま
で
の
乳
児
と
保
護
者

定
20
組

儡
無
料

持
ち
物　
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル　

１
枚

　
　
　
　
バ
ス
タ
オ
ル　
　
　

１
枚

申
12
月
３
日（
木
）～
20
日（
日
）

興
ふ
れ
あ
い
冬
の
会

　
児
童
館
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
み

ま
す
。
小
学
生
の
発
表
会
も
や
り
ま

す
。
お
楽
し
み
に
☆

日
12
月
25
日（
金
）14
時
～
15
時

対
全
利
用
者　

儡
無
料

申
12
月
７
日（
月
）～
22
日(

火
）

興
Ｅ
Ｃ
Ｏ
で
正
月

　
児
童
館
の
年
初
め
は
新
春
イ
ベ
ン

ト
で
盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
。
児
童

館
の
お
餅
を
食
べ
に
来
て
く
だ
さ
い

☆日
１
月
９
日（
土
）

　

(
小
学
生
）

　
　
10
時
15
分
～
11
時
30
分

　

(

幼
児
）

　
　
11
時
30
分
～
12
時
30
分

対
小
学
生　
　
　
　
30
名
程
度

　
幼
児
と
保
護
者　
25
組
程
度

儡
１
人
２
０
０
円

　

(

２
歳
以
下
は
無
料
）

持
ち
物　
お
箸
・
お
椀
・
飲
み
物

申
12
月
５
日（
土
）～
28
日（
月
）

　
（
電
話
不
可
）

興
お
下
が
り
会

　
大
好
評
の
新
橋
児
童
館
恒
例
お
下

が
り
会
。
掘
り
出
し
も
の
を
見
つ
け

に
き
ま
せ
ん
か
？

日
１
月
16
日（
土
）10
時
30
分
～
12
時

対
幼
児
と
保
護
者

儡
無
料

申
直
接
児
童
館
ま
で

そ
の
他

　
出
品
な
ど
の
お
知
ら
せ
は
職
員
に

　
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

興
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
先
生
と
お
話
を
し
な
が
ら
、
オ
イ

ル
を
使
わ
な
い
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
１
月
18
日（
月
）

　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
12
か
月
ま
で
の
乳
児
と
保
護
者

定
20
組

儡
無
料

持
ち
物　
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル　

１
枚

　
　
　
　
バ
ス
タ
オ
ル　
　
　

１
枚

申
12
月
21
日（
月
）～
平
成
28
年
１
月

　
17
日（
日
）(

電
話
可
）

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

こどもひろば

こ
ど
も
ひ
ろ
ば

日 容 儡所 定対 申



（１９）

あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
問
撒（
54
）１
４
４
０

12
月
の
休
館
日

　

２
日(

水)
、23
日（
水
）、29
日（
火
）、

　
30
日（
水
）、31
日（
木
）

※
１
月
は
４
日（
月
）よ
り
開
館

興
乳
幼
児
教
室
ぴ
よ
ぴ
よ
組

　
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
と
で
、
お
部
屋

で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
12
月
８
日
ク
リ
ス
マ
ス
制
作

　
　
　
15
日
ベ
ビ
ー
リ
ト
ミ
ッ
ク

　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　

(

全
火
曜
日)　
　

対
０
歳
～
１
歳
未
満
の
親
子

定
20
組
程
度

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
乳
幼
児
教
室
う
さ
ぎ
組

　
寒
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
遊
戯

室
で
か
ら
だ
を
動
か
し
て
ポ
ッ
カ
ポ

カ
！

日
12
月
９
日
ク
リ
ス
マ
ス
制
作

　
　
　
16
日
た
い
そ
う
１・
２・
３
！

　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　

(

全
水
曜
日)

対
１
歳
～
就
学
前
の
親
子

定
20
組
程
度

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
マ
マ
と
一
緒
にEnjoy English

　
ク
リ
ス
マ
ス
の
楽
し
い
英
語
活
動

で
す
。

日
12
月
10
日(

木)

　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
２
歳
～
就
学
前
の
親
子

定
20
組
程
度　

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
み
ん
な
で
ド
レ
ミ

　
先
生
と
一
緒
に
リ
ト
ミ
ッ
ク
♪
音

楽
で
も
季
節
を
感
じ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
12
月
11
日(

金)
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
２
歳
～
就
学
前
の
親
子

定
20
組
程
度　

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ　

興
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

　
布
で
デ
コ
る
、
簡
単
リ
ー
ス
作
り

で
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
に
ど
う
ぞ
。

日
12
月
12
日(

土)

　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
小
学
生
～
高
校
生

定
20
名
程
度　

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

　
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

お
楽
し
み
に
！

日
12
月
19
日(

土)

　
10
時
30
分
～
12
時

対
小
学
生
～
高
校
生

定
20
名
程
度

儡
１
人
１
０
０
円

申
12
月
16
日(

水)

ま
で
に
参
加
費
を

　
添
え
て
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

　

(

電
話
不
可)

興
乳
幼
児
教
室
合
同

　
　
　
　
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

　

う
さ
ぎ
・
ぴ
よ
ぴ
よ
組
合
同
の

パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。
今
年
も
サ
ン
タ

さ
ん
が
や
っ
て
来
る
か
も
？

日
12
月
22
日(

火)

　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
０
歳
～
就
学
前
の
親
子

定
子
ど
も
20
名
程
度

　

(

保
護
者
同
伴)

儡
子
ど
も
１
人
１
０
０
円

申
12
月
16
日(

水)

ま
で
に
参
加
費
を

　
添
え
て
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

　

(

電
話
不
可)

興
み
ん
な
で
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
小
学
生
集
ま
れ
！
ク
リ
ス
マ
ス
の

歌
や
ゲ
ー
ム
を
身
近
な
英
語
で
楽
し

も
う
。

日
12
月
25
日(

金)
　
14
時
30
分
～
15
時
30
分

対
小
学
生

定
20
名
程
度

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
お
正
月
飾
り
作
り

　
竹
で
素
敵
な
お
正
月
飾
り
を
作
っ

て
、
新
年
を
迎
え
る
準
備
を
し
ま
せ

ん
か
。

日
12
月
26
日(

土)

　
14
時
～
15
時
30
分

対
小
学
生
～
高
校
生

定
10
名

儡
１
人
１
０
０
円

申
12
月
22
日(

火)

ま
で
に
参
加
費
を

　
添
え
て
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

　

(

電
話
不
可)

☆
☆
お
正
月
特
別
イ
ベ
ン
ト
☆
☆

興
初
詣
に
行
こ
う
！

　

２
０
１
６
年
も
良
い
年
に
☆
み
ん

な
で
初
詣
に
行
こ
う
！
セ
ン
タ
ー
で

は
、
温
か
い
も
の
を
ご
用
意
し
て
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
１
月
９
日(

土)

　
10
時
30
分
～
12
時

対
全
利
用
者
・
地
域
の
方

定
20
名
程
度

儡
１
人
１
０
０
円

申
１
月
５
日(

火)

ま
で
に
参
加
費
を

　
添
え
て
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

　

(

電
話
不
可)

要
予
約
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
本

人
又
は
家
族
の
分
の
み
の
申
込
み
と

な
り
ま
す
。

こどもひろば



（２０）

名称 日時 場所 内容・対象 相談員 問い合わせ先

幼 児 こ と
ば の 教 室

月～金曜日（祝日を除く）
　９時３０分～１２時
　１３時～１７時

幼児ことばの教室
（町武道館裏）
（窓口：こども教育課）

ことばの発育で気
になる事など 言語聴覚士 幼児ことばの教室

撒（５７）４１８９

教 育 相 談
月～金曜日（祝日を除く）
　９時～１２時
　１３時～１７時

町こども教育課
児童生徒・保護者
の方の悩み、教育
に関する相談

相談員 こども教育課
撒（５７）４１６７

あ す な ろ
教 育 相 談

月～金曜日（祝日を除く）
　９時～１２時
　１３時～１５時

あすなろ教室相談室
（町武道館裏）

不登校に関する相
談 相談員 あすなろ教育相談室

撒（５７）４１８９

法テラス栃木
月～金曜日
　９時～１２時
　１３時～１５時

法テラス栃木
（サポートダイヤル）
撒０５７０－０７８３７４

法的な困りごと 相談員 法テラス栃木
撒０５０３３８３－５３９５

栃木県司法書
士 会 総 合 相
談 セ ン タ ー

【小山会場】
　毎月第３土曜日（要予約）
　１０時～１５時

【電話相談】
　毎週土曜日
　１０時～１５時

【小山会場】
小山商工会議所
１階談話室

【電話相談】
撒０２８（６５１）５００８

不動産関係、会社関連、裁
判所手続関連、成年後見
関連の相談、供託、消費
者金融会社等の借金整理

司法書士 司法書士会
撒０２８（６１４）１１２２

働 く 人 の
メ ン タ ル
ヘ ル ス 相 談

毎月第４金曜日
　１３時３０分～１６時３０分

小山労政事務所
県庁小山庁舎３階

職場でストレスやメンタ
ルヘルス不調を抱えてい
る方、そのご家族や上司・
同僚の方からの相談

産業カウンセラー 小山労政事務所
撒０２８５（２２）４０３２

行政書士電話
相談センター

月～金曜日（祝日を除く）
　９時～１７時

電話相談
撒０２８（６３８）０９１９

成年後見・相続・遺言・
契約書・許認可 行政書士 行政書士会

撒０２８(６３５)１４１１

み ん な の
人 権１１０番

平日
　８時３０分～１７時１５分

電話相談
撒０５７０（００３）１１０
　　　（全国共通）

近隣間のトラブル、高齢
者に対する虐待、障がい
者に対する差別や偏見な
どの相談

相談員 宇都宮地方法務局
撒０５７０(００３)１１０

女 性 の 人 権
ホットライン

平日８時３０分～
　　１７時１５分

電話相談
撒０５７０（０７０）８１０
　　　（全国共通）

夫・パートナーからの暴
力やストーカー行為、女
性に対する差別など、女
性をめぐる様々な相談

相談員 宇都宮地方法務局
撒０５７０(００３)１１０

Ｄ Ｖ 相 談 月～金曜日（祝日を除く）
　８時３０分～１７時１５分

町生活環境課
配偶者・パートナーから
の身体的、精神的、性的
などの暴力に対する相談

町職員 町民生活部生活環境課
撒（５７）４１３２

子 ど も の
人 権１１０番

平日
　８時３０分～１７時１５分

電話相談
撒０５７０（００３）１１０
　　　（全国共通）

「いじめ」、虐待な
ど、子どもの人権
問題に関する相談

相談員 宇都宮地方法務局
撒０５７０(００３)１１０

児童虐待相談 月～金曜日（祝日、年末年始を除く）
　８時３０分～１７時１５分

こども教育課
撒０２８０（５７）４１３８

（休日・夜間）
児童相談所全国共通
ダイヤル
撒１８９（いちはやく）

児童虐待について
の相談・通告

町職員
相談員

こども教育課
撒（５７）４１３８

フ リ ー ダ イ
ヤ ル「 自 殺
予 防 い の
ち の 電 話 」

毎月１０日　８時
　　～１１日　８時

電話相談
撒０１２０（７３８）５５６ 自殺予防相談 相談員

栃木いのちの
電話事務局
撒０２８（６２２）７９７０

こ こ ろ の 耳 月～金曜日（祝日を除く）
　８時３０分～１７時１５分

インターネットでの
相談
http://kokoro.mhlw.
go.jp/

働く人のメンタルヘル
ス・ポータルサイト
心の健康確保と自殺や過
労死の予防

相談員　
（社）日本産業カウ
ンセラー協会
撒０３(５４０８)８６５１
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相談コーナー
名称 日時 場所 内容・対象 相談員 問い合わせ先

心配ごと相談１２月２日・１６日（水）
１０時～１２時

町老人福祉センター
（ホープ館）

日頃の悩みなど日
常生活について

民生児童委員
保護司
人権擁護委員

町社会福祉協議会
撒（５７）３１００

人権・行政合同
相 談

１２月９日（水）
９時～１２時

町老人福祉センター
（ホープ館）

人権侵害の悩みや
役所などが行って
いる仕事に対する
疑問や相談

人権擁護委員
行政相談委員

町民生活部生活環境課
撒（５７）４１３２

子育てサロン

１２月７日・２１日（月）
１０時～１２時

新橋児童館 子育てについて 子育てボランティア
「えくぼ」

新橋児童館
撒（５７）９１５５

１２月１４日・２８日（月）
１０時～１２時

あかつか児童センター 子育てについて
センター職員、
子育てボランティア

「えくぼ」

あかつか児童センター
撒（５４）１４４０

行 政 書 士
専 門 相 談

１２月２４日（木）
１０時～１２時

町老人福祉センター
（ホープ館）

相続や遺言、農地転
用、開発行為など
・予約制
・随時受付先着４名

行政書士 行政書士会小山支部
撒０２８５（４５）０２９７

野木町地域包括
支 援 セ ン タ ー

月～金曜日
　８時３０分～１７時１５分

（緊急時は上記以外でも）

友沼５８４０－７
町老人福祉センター

（ホープ館）

高齢者についての
介護相談・総合的
な相談

保健師
社会福祉士
介護支援専門員

野木町地域包括
支援センター
撒（５７）２４００

ライフサポート
セ ン タ ー ゆ め

月～土曜日
　８時３０分～１７時３０分

丸林６３０－４
グランツブリーゼ

障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとその家族など

相談支援専門員
ライフサポート
センターゆめ
撒（３３）３６２４

障がい者相談支
援事業所 みらい

月～金曜日
　１０時～１７時

丸林３７１－１２
障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとその家族など

相談支援専門員
障がい者相談支援
事業所 みらい
撒（５７）２６７３

健 康・育 児
相 談

第１・３水曜日
（祝日を除く）
（受付）９時３０分～１１時

町保健センター 健康・子育てにつ
いて

保健師
管理栄養士

町民生活部健康福祉課
撒（５７）４１７１

ボランティア
相 談

火～日曜日
　９時～１８時

町ボランティア
支援センター

（きらり館）
ボランティアにつ
いて コーディネーター

町ボランティア支援
センター（きらり館）
撒（２３）１２３１

野 木 町 障 が
い 者 虐 待 防
止 セ ン タ ー

（来所）月～金曜日
　　　（祝日を除く）
　　　８時３０分～１７時１５分

（電話）随時

○来所
　町保健センター
○電話相談
　（平日）（５７）４１９６
　（休日・夜間）
　０９０（３２４６）２２６０

障がい者の虐待に
ついての相談・通
報

町職員 町民生活部健康福祉課
撒（５７）４１９６

消費生活相談
平日
　９時～１２時
　１３時～１６時

町産業課内
消費生活センター

契約や取引に関す
る消費者トラブル 相談員 町消費生活センター

撒（２３）１３３３

こころの相談１２月２６日（土）（要予約）
１０時～１２時

町保健センター メンタルヘルス相談 カウンセラー 町民生活部健康福祉課
撒（５７）４１７１

よりそいホッ
ト ラ イ ン２４時間いつでも

電話相談
撒０１２０（２７９）３３８

生活の困窮、心の悩み、
暴力被害、仕事、自殺念
慮などの幅広い悩み

相談員
一般社団法人社会的包
摂サポートセンター
死admin@279338.jp
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ゆ～らんど（野木町健康センター）　お知らせ

★日本矯体療術師協会指導者 “ 日向野トシ先生 ” による手技療法治療を
　実施します。（毎週金曜日）
★馬場純子先生による ‘ やさしいヨガ教室 ’ を開催しております。（毎週月曜日、午前１０時３０分～１１時３０分）
★１２月のお風呂　温泉…（男女露天風呂）１２日（土）・１３日（日）・２６日（土）・２７日 ( 日 ) 《西那須野温泉大鷹の湯》
★ゆ～らんどｗｉｎｔｅｒイルミネーション今年も冬空を彩るイルミネーションを実施致します。
★年末年始営業のおしらせ　
　１２月２８日(月)より１月１日（金）まで休館日になります
　新年：２・３日は特別営業（１０：００～２０：００）　４・５日は振替休館日　６日以降・通常営業になります。
※都合により変更、臨時休館になる場合がございます。詳しくはお問い合わせください。
※ゆ～らんどに入館する際に入場料が必要になります。

住所　野木町南赤塚１５１４
電話　０２８０－５７－０７５５
指定管理者　宮ビルサービス㈱
休館日　火曜日

古河市（茨城県）

まくらがの古河合併１０周年記念
第１５５回関東の奇祭

古河提灯竿もみまつり
　２０メートル近い

竹竿の先につけた

提灯で相手の提灯

の火を消しあう激

しい祭り、関東の

奇祭として知られ

ています。

日時　１２月５日(土)１６時～２１時

場所　古河駅西口おまつり特設会場

問　古河市観光協会

　　　　　　　撒０２８０（９１）１８１１

加須市（埼玉県）

加須うどん・こいのぼり検定
　加須のことを、知って・楽しむ
ご当地検定です。
　特に、加須市の特産品である「う
どん」と「こいのぼり」の問題が
多数出題されます。成績上位の方
には、表彰状と記念品が、また、
参加者全員に参加賞もあります。
　ぜひ、お申し込みください。

日時　平成２８年２月１４日（日）
　　　１０時（受付９時から）
場所　加須市役所（本庁舎）
※申込期間など詳しくは、市の
ホームページをご覧ください。

問　秘書広報課撒０４８０（６２）１１１１

板倉町（群馬県）

野鳥観察教室
　渡良瀬遊水地にはたくさんの鳥
が生息しています。あなたはいく
つ見つけられますか？

日時　１２月１２日(土)９時～１２時

集合場所　わたらせ自然館

内容　渡良瀬遊水地に飛来する野

　　　鳥の観察（雨天中止）

講師　関口 明 先生

申込方法　電話で申込（先着２０名）

※小学校低学年の場合は保護者同伴

参加費　無料

問・申　わたらせ自然館

　　　　　　　撒０２７６（８２）１９３５

関東どまんなかサミット情報
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車いすを寄贈いただきました

第１１回栃木県障害者スポーツ大会結果報告

下水道普及ＰＲポスター表彰

野木町工場協会ソフトボール大会結果

トピックス ～町の話題～

　五家英子とみんなで楽しく踊ろう会・よさこい野木支
部（野木ひまわり、のぎコスモス、YOSAKOI 桜）様か
ら車いす１台を寄贈していただきました。
　昨年に引き続き寄贈していただきました車いすは、車
いすを必要とする方への貸し出し用として、町社会福祉
協議会にて大切に活用させていただきます。ありがとう
ございました。

　９月 27日(日) 宇都宮市で小雨の中、県内約 1,700名の参加の
もと、障害者スポーツ大会が開催されました。
　一般参加の部では中村聡さんが砲丸投げで第２位に入賞しま
した。また、障害者支援施設 社会福祉法人 パステルからは８
名の方が陸上・卓球等の種目において好成績をおさめ、10月
６日に表敬訪問により、それぞれの活躍を報告いたしました。
町長からはお祝いの言葉と全国大会に向けてエールが贈られま
した。

　南赤塚小学校 4 年生の渡邊未来さんが思川浄化
センターで行われた下水道施設公開デー（10月３
日開催）において渡良瀬川下流流域下水道（思川
処理区）促進協議会長賞を受賞されました。

　平成 27年９月29日（火）～ 10月６日（火）に行われたソフ
トボール大会では日本ピストンリング㈱が優勝いたしまし
た。

ソフトボール大会　優　勝　日本ピストンリング㈱
　　　　　　　　　準優勝　栄研化学㈱
　　　　　　　　　３　位　東邦樹脂工業㈱
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トピックス ～町の話題～

「道路ふれあい月間」美化活動
　　　ご協力ありがとうございました
　８月からの「道路ふれあい月間」に合わせ、区・自治会のご協力のもと、町内全域においてゴミ拾い、
路肩の除草、小枝切り等の美化活動が実施され、町内全域で 5,392名の町民のみなさんにご参加いただき、
道路をきれいにすることができました。ご協力ありがとうございました。
　作業実績は次のとおりです。
☆草刈り、小枝切り作業総延長　157,396m
☆回収した草、ゴミの量　5,720kg
　道路はみんなのものです。みんなが気持ちよく使えるよう、これからもご協力をお願いします。
　また、事故等を未然に防ぐために、道路や側溝の破損等に気づかれた方は、すぐにご連絡ください。

第５０回下都賀地区
　　　特別支援教育振興大会野木大会

　10月８日（木）にエニスホールで第50回下都賀地区特
別支援教育振興大会野木大会が開催されました。
　当日は、さくら診療所の遠乗秀樹院長をお招きして
の講演会の他、優良児童生徒の表彰をはじめ、保護者
や卒業生の体験発表、児童生徒の手作り作品のフリー
マーケットなどを行いました。

問産業建設部都市整備課撒 (57)4155

文星芸術大学と連携・協力に関する協定を
　　　　　　　　　　　　締結いたしました

　10月21日（水）、野木町と文星芸術大学との間で、「連携・協力に
関する協定」の調印式が行われました。
　この協定は、野木町と文星芸術大学が連携・協力のもと、芸術文
化によるまちづくりに取り組むこととし、町においては、その成果を
地域の活性化に活かすことを、大学においては、学生が地域との交
流を深めながら、実践的で幅広い見識を現場体験により養うことを目
的としています。
　今後は、芸術文化によるまちづくりの研究や、地域資源の発掘等
において連携・協力していくことになります。

足利銀行と連携・協力に関する協定を
　　　　　　　　　　　締結いたしました

　11月９日（月）株式会社足利銀行と企業立地や産業振興等につい
ての連携協定を締結しました。
　野木工業団地北部に計画している野木第二工業団地や町で確保
している他の工業用地に企業を誘致するために、力強い協力者を得
ることができました。
　町としては、安定した雇用創出のために、今後益々企業誘致に力
を入れていきます。



（２５）

株式会社　不二家
操業開始　1971年２月
所在地　　栃木県下都賀郡野木町野木 137-2
従業員数　310名（2015年 11 月１日現在）
主な事業内容　ペコちゃん・ポコちゃんでおなじみの不二家
の野木工場です。当工場は昭和 46 年に操業を開始し、44年
が経ちました。主な生産品目は「ペコちゃんのほっぺ」「バー
ムクーヘン」「タルト」「チーズケーキ」「マカロン」「モンブ
ランのケーキ」などの洋菓子や、栃木県名産のとちおとめを
原料に使用した「カントリーマーム　とちおとめ」も生産し、
各地にお届けしています。

キラリと光る野木町の企業紹介Ｎｏ．９

《社員のひとこと》
工場の中には商品ごとにいくつものラインがあり、ラインごとに甘いお菓子の香りが漂っています。
不二家のお菓子を囲んで、ご家族や仲間がみんな笑顔になれる！ペコちゃんの笑顔に負けないよう、
お客様に喜んで頂けるお菓子づくりを、従業員一同めざしていきます（総務人事課　伊藤　和則）

今
年
を
ふ
り
か
え
っ
て

　

年
の
瀬
に
向
か
う
今
日
こ
の
頃
、

終
わ
り
に
向
か
っ
て
今
年
の
反
省
を

し
っ
か
り
と
試
み
、
来
年
に
向
け
て

せ
め
て
一
つ
で
も
目
標
を
掲
げ
て
過

ご
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
さ
て
今
年
は
な
ん
と
言
っ
て
も
関

東
東
北
豪
雨
の
災
害
に
、
災
害
が
少

な
い
と
み
ら
れ
て
い
た
こ
の
野
木
町

が
被
害
に
遭
い
、
多
く
の
方
々
に
ご

心
配
を
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
特
に

床
上
浸
水
に
よ
り
、
日
常
生
活
に
支

障
を
被
っ
た
方
々
、
並
び
に
床
下
浸

水
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
方
に
お

き
ま
し
て
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
る
と
共
に
、
一
日
も
早
い
復
興

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
町
の
方
で
も
床
上
浸
水
の
方
の
改

修
費
に
対
す
る
支
援
事
業
並
び
に
そ

の
他
復
旧
費
用
の
利
子
補
給
等
の
施

策
を
設
定
い
た
し
ま
し
た
。
農
作
物

被
害
に
つ
き
ま
し
て
は
、
作
物
、
作

付
け
に
応
じ
て
の
支
援
策
、
ま
た
設

備
の
被
害
に
つ
き
ま
し
て
も
十
分
考

え
て
ま
い
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
ま

し
て
も
、
就
農
意
欲
が
そ
が
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
他
商
・
工
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
被
害
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
今
月
28
日
ま
で
は
義
援

金
の
受
付
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
会
計
に
御
申
し
出
て
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　
こ
の
度
の
浸
水
被
害
に
つ
き
ま
し

て
は
、
原
因
を
検
証
し
、
来
年
２
月

頃
に
は
対
策
を
打
ち
出
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
ま
し

て
も
災
害
時
の
自
助
・
共
助
・
公
助

を
は
っ
き
り
意
識
づ
け
る
と
共
に
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
原
則
を
し
っ

か
り
と
認
識
で
き
る
よ
う
に
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
災
害
に

当
た
り
ま
し
て
は
、
多
方
面
の
方
々

に
過
分
な
る
お
見
舞
い
を
頂
き
ま
し

た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま

す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
そ
の
よ
う
な
わ
け
で
水
害

に
見
舞
わ
れ
た
年
と
し
て
記
憶
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
。
私
達
の
町
の
安

全・
安
心
策
を
再
構
築
す
る
覚
悟
で

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
減
災
対
策

は
し
っ
か
り
と
作
り
上
げ
な
け
れ
ば

と
肝
に
命
じ
て
お
り
ま
す
。
来
年
こ

そ
は
町
民
の
皆
様
と
共
に
、
よ
り
良

い
年
に
出
来
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。ど
う
ぞ
寒
さ
も
厳
し
く
な
る
折
、

皆
さ
ま
方
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

No.69No.69



（２６）

に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
配
布
し
て

い
ま
す
。
未
加
入
者
に
は
公
共
機
関

や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
入
手
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

	

◎
協
働
と
い
う
観
点
か
ら
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る

の
で
し
ょ
う
か
。

【
総
合
政
策
部
長
】
大
規
模
災
害
時

の
被
災
者
の
把
握
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
活
用
方
法
は
法
定
で
決
ま
っ

て
い
る
も
の
に
加
え
、
町
独
自
で
も

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

		


◎
10
年
前
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た

が
、
野
木
町
の
野
菜
の
お
い
し
さ
を

国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
臨
時
で
も
外
国
人
ブ
ロ

ガ
ー
を
雇
っ
て
口
コ
ミ
で
情
報
を
発

信
し
て
い
く
等
、
他
市
町
の
ま
ね
で

は
な
く
新
し
い
こ
と
を
始
め
て
い
く

意
気
込
み
は
あ
り
ま
す
か
。

【
副
町
長
】
あ
り
ま
す
。
町
に
欠
け

て
い
る
の
は
Ｐ
Ｒ
で
、
反
省
す
べ
き

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
外
国
人
に
協

力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
新
し
い
視

野
に
立
っ
た
意
見
で
あ
り
、
庁
舎
内

　
10
月
３
日
（
土
）
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
２
回
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
た
く
さ
ん

の
ご
意
見
の
中
か
ら
、
今
回
の
テ
ー

マ
で
あ
る
「
野
木
町
の
活
性
化
策
」

に
関
連
す
る
ご
意
見
の
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

◎
丸
林
保
育
所
が
移
転
し
ま
す
が
跡

地
の
活
用
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

せ
め
て
跡
地
に
文
化
的
・
教
育
的
施

設
の
建
設
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
教
育
長
】
跡
地
利
用
は
こ
れ
か
ら

十
分
に
検
討
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

で
き
る
だ
け
文
化
・
教
育
の
面
で
充

実
す
る
方
向
で
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

◎
町
民
の
中
に
は
自
治
会
に
入
っ
て

い
な
い
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
広

報
紙
も
配
布
さ
れ
な
い
と
思
う
が
、

入
っ
て
い
な
い
方
々
の
割
合
、
ま
た

そ
の
方
々
と
の
対
話
を
町
と
し
て
ど

う
考
え
て
い
ま
す
か
。

【
総
合
政
策
部
長
】
74
％
の
世
帯
が

自
治
会
に
加
入
し
て
お
り
、
皆
さ
ま

で
も
検
討
し
て
い
き
た
い
で
す
。
来

年
の
５
月
10
日
に
野
木
町
の
観
光
の

大
き
な
任
務
を
担
う
煉
瓦
窯
交
流
セ

ン
タ
ー
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
し
、
ふ
る
さ
と
プ
ラ
ン
に
基
づ
き

地
域
の
歴
史
的
、
自
然
的
な
も
の
を

活
用
し
誘
客
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

《
そ
の
他
の
ご
意
見
》

◎
過
日
の
大
雨
被
害
に
お
け
る
逆
川

排
水
機
場
の
ポ
ン
プ
の
故
障
に
つ
い

て
、
日
頃
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
試
運

転
を
し
て
い
れ
ば
故
障
な
ど
あ
り
得

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
詳
し
く
説
明

し
て
く
だ
さ
い
。

【
産
業
建
設
部
長
】
３
台
の
ポ
ン
プ

の
故
障
は
、
エ
ア
ー
が
入
っ
た
こ
と

に
よ
る
停
止
と
報
告
受
け
て
い
ま

す
。
原
因
は
検
証
中
で
す
が
、
考
え

ら
れ
る
の
は
、
用
水
路
か
ら
稲
刈
り

後
の
藁
が
大
量
に
流
入
し
、
ゴ
ミ
が

入
ら
な
い
よ
う
に
設
置
し
て
あ
る
ス

ク
リ
ー
ン
に
溜
ま
り
悪
影
響
を
及
ぼ

し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
、

検
証
し
、
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

・
水
道
水
の
水
質
を
上
げ
て
欲
し
い

・
豪
雨
被
害
の
補
償
に
つ
い
て

※
終
了
後
、
多
く
の
方
々
に
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
サ
ー
ビ
ス

す
る
側
（
行
政
）、
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
側
（
町
民
・
来
場
者
）
が
双
方

向
で
関
わ
れ
る
仕
組
み
が
取
り
入
れ

ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
参
加
型
の

イ
ベ
ン
ト
の
み
な
ら
ず
、
町
民
が
そ

の
場
の
運
営
・
維
持
・
魅
力
づ
く
り

に
貢
献
で
き
る
と
、
町
を
も
っ
と
よ

く
し
よ
う
！
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

上
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
他
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
参
考
と
し
て

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
２
回 

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

テ
ー
マ「
野
木
町
の
活
性
化
策
に
つ
い
て
」



（２７）

健 の康 ぎタ ウ ン を 目 し指 て ０７

『肥満を予防する食生活』
○脂質の摂り過ぎ
　�油を使った料理（揚げ物、炒め物、サラダなど）や、肉の脂（ベーコン、ソーセージ、ばら肉な

どに多く含まれる）や乳脂肪（バターや生クリームなど）などの脂質の摂り過ぎに注意します！
○糖質の摂り過ぎ
　�糖質の中でも、単糖類（ブドウ糖や果糖）や二糖類（砂糖の主成分であるショ糖など）は、多糖類（穀

類やイモなどに含まれるデンプンなど）に比べて吸収が速く、体脂肪の元になる中性脂肪に変化
しやすい。菓子や清涼飲料水、果物に単糖類や二糖類が多く含まれるため、摂り過ぎに注意します！

○早食い
　早食いだとついつい食べ過ぎてしまいます。「噛む」ことを意識します！
○まとめ食い
　�食事の回数を減らすことは、飢えた時間が長くなるということです。身体は飢えに備えてよりた

くさんのエネルギーを体脂肪として蓄えようとして、肥満しやすくなります。
○夜遅い食事
　�寝る直前に夕食を食べれば、エネルギーをほとんど消費しないため、太りやすくなります。夜遅

い食事は体脂肪となって蓄積しやすくなります。

問町民生活部健康福祉課撒（５７）４１７１

かみごたえバツグン！切り干し大根のピリ辛漬け

切り干し大根…15g
刻み昆布…３ｇ
唐辛子…少々

【調味料】
しょうゆ・みりん・酒・酢…各小さじ１

①切り干し大根はほぐして水洗いし、15 分ほどたっぷりの水でもどす手で堅くしぼって水切りする。
②昆布はキッチンばさみで３cm 位に切って、軽く水洗いして水気をきる。
③調味料と輪切りにした唐辛子を鍋に入れ、アルコールがとぶように十分煮立たせ、あら熱をとる。
④よく混ぜ合わせて味をなじませる。

[１人分栄養価 ]
◎エネルギー　�31kcal　◎たんぱく質　0.7g　◎脂質　0g　◎食塩相当量　0.6g

材料（２人分）

作り方

お子さんの写真大募集！

　「広報のぎ」では、裏表紙にて「わが家のアイドル」と題し、町内にお住まいのお子さんの写真
を掲載しています。たくさんのご応募お待ちしております！
　詳しい内容等は電話または町ホームページをご覧ください。

◆問い合わせ先
　町総合政策部政策課撒（57）４１３４　死 seisaku@town.nogi.lg.jp
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投
稿

シ
ル
バ
ー
交
通
安
全

講
習
会
開
催

　
　
　
　
　
　
　
卯
ノ
木
ク
ラ
ブ

　
小
山
警
察
署
で
は
、高
齢
者
の「
事

故
に
遭
わ
な
い
・
起
こ
さ
な
い
」
と

の
交
通
安
全
意
識
の
啓
発
と
交
通
事

故
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
各

地
域
で
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

当
ク
ラ
ブ
で
も
、
10
月
21
日
に
ホ
ー

プ
館
を
会
場
と
し
17
名
参
加
の
も
と

交
通
安
全
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
義
で
は
、
今
年
の
６
月
と
９
月

に
自
転
車
の
違
反
行
為
を
明
文
化
し
、

違
反
を
繰
り
返
す
と
講
習
を
受
け
る

こ
と
に
な
る
。
講
習
の
対
象
と
な
る

主
な
危
険
行
為
と
は
、「
信
号
無
視
」

「
一
時
不
停
止
」「
酒
酔
い
運
転
」「
ブ

レ
ー
キ
不
良
自
転
車
運
転
」
等
で
す
。

　
実
技
講
習
で
は
、「
歩
道
」「
一
時

停
止
」「
信
号
機
あ
り
交
差
点
」「
Ｔ

字
道
路
横
断
」「
路
上
駐
車
時
」
の

道
路
を
設
定
し
、
各
々
実
技
訓
練
を

受
け
、
終
了
後
「
自
転
車
免
許
証
」

の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
習
を
受
け
、
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

叙勲おめでとうございます

瑞宝双光章
～消防功労～

星　武雄 氏（友沼） 井口　昌二 氏（友沼）

瑞宝双光章
～郵政事業功労～

瑞宝単光章
～消防功労～

齋藤　廣道 氏（友沼）

平
成
27
年
９
月
関
東・東
北

豪
雨
災
害
見
舞
金

　

当
町
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
で
は
、

早
々
に
ご
厚
情
あ
ふ
れ
る
お
見
舞
い

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
お
見
舞
い
を
い
た
だ
い
た
方
々
に

感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
ご
紹
介

い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

11
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
額
と
合
わ

せ
ま
す
と
５
百
４
万
５
千
円
に
な
り

ま
す
。

（
敬
称
略
）

（平成２７年１１月１０日現在）

お名前 金額（円）
１ 甘楽町議会 ３０，０００
２ 第一法規（株） ５０，０００
３ 千葉県町村会 １５０，０００
４ 山梨県町村会 １００，０００
５ 長崎県町村会 ２５，０００
６ ( 株 ) 都市設計 ２５，０００

計 ４５５，０００

広　　告



（２９）

投
稿

10
月
31
日
新
橋
区

防
災
総
合
実
習
訓
練

　
　
　
　
　
広
報
連
絡
委
員

　
　
　
　
　
　
　
川
元　
由
美
子

　
過
日
、
新
橋
区
主
催
の
防
災
総
合

実
習
訓
練
が
真
瀬
町
長
、
舘
野
町
議

会
議
長
、
町
幹
部
職
員
、
小
山
消
防

署
野
木
分
署
長
、
区
内
町
会
議
員
等 

関
係
者
を
お
招
き
し
て
、
新
橋
区
13

自
治
会
（
約
３
０
０
名
）
参
加
の
も

と
に
新
橋
小
学
校
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
新
橋
区
で
は
毎
年
防
災
実
習

訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
で
第

７
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
主
催
者
挨
拶
で
小
池
新
橋
区
長
は
、

「
９
月
の
大
雨
水
害
時
の
反
省
を
ふ

ま
え
、
年
内
に
新
橋
区
内
の
水
害
時

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
を
し
た
い
。」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
消
防
署
長
の
講
話
を
真

剣
に
聞
い
た
後
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
の
応
急
手
当

や
搬
送
実
習
、
水
消
火
器
に
よ
る
消

火
実
習
等
を
体
験
し
、
さ
ら
に
起
震

車
に
よ
る
大
地
震
や
テ
ン
ト
内
に
充

満
し
た
煙
火
災
の
体
感
訓
練
も
受
け

ま
し
た
。
最
後
に
本
部
分
団
消
防
団

員
に
よ
る
ポ
ン
プ
に
よ
る
消
火
訓
練

を
見
学
し
ま
し
た
。

　
こ
の
実
習
訓
練
を
通
し
て
、
非
常

時
に
は
個
々
が
冷
静
に
行
動
す
る
こ

と
、
的
確
な
指
示
を
す
る
リ
ー
ダ
ー

が
必
要
な
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
そ

し
て
人
命
を
守
る
た
め
の
応
急
手
当

は
、
誰
も
が
知
っ
て
い
た
方
が
良
い

と
思
い
ま
し
た
。

　
訓
練
の
後
、
美
味
し
い
芋
煮
の
炊

き
出
し
を
頂
き
な
が
ら
の
和
や
か
な

交
流
風
景
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
、

地
域
住
民
の
共
助
と
団
結
力
が
災
害

時
に
は
大
切
な
こ
と
も
感
じ
ま
し
た
。

町内の交通事故

１０
月
累
計

件数 １

死者 ０

傷者 １

２７
年
累
計（
前
年
比
）

件数
（増減）

２９
（－１１）

死者
（増減）

１
（１）

傷者
（増減）

３１
（－１７）

町内の犯罪発生件数

１０
月
累
計

空き巣 ４

自動車盗 ０

車上ねらい ０

自転車盗 ３

２７
年
累
計（
前
年
比
）

空き巣
（増減）

３５
（８）

自動車盗
（増減）

６
（４）

車上ねらい
（増減）

４
（－３）

自転車盗
（増減）

６
（－９）

町内の救急出動

１０
月
累
計

出場
件数 ５９

搬送
人員 ５７

２７
年
度
累
計（
前
年
度
比
）

出場
件数

（増減）
４９０
（－７）

搬送
人員

（増減）
４５７

（＋４）

 野木町煉瓦窯を
　　 未来に残すために！
煉瓦窯の保存修復費用として、
　皆さんの寄附金・募金を受付けています。
○１０月末までにご協力いただいた寄附金・募金

　　　　寄附金              ８，３５８，３９５円
　　　　（内ふるさと納税 ２，７８８，０００円）
　　　　募　金              １，０８０，４９５円
　　　　　計                  ９，４３８，８９０円

問生涯学習課撒（57）４１８８

不審者情報、事故発生場所ホームページ
　→ http://www.machi-info.jp/machikado/police_pref_　　
　　　　　　　　　　　　tochigi/app/app_accident.html

投
稿

南
赤
塚
小
稲
刈
り
体
験
＆

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
南
赤
塚
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
南
赤
塚
小
６
年
生
70
名
に
よ
る
稲

刈
り
体
験
が
、
10
月
２
日
、
学
校
近

く
の
水
田
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
９
月

に
降
り
続
い
た
雨
の
影
響
で
稲
の
被

害
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
無
事
収

穫
時
期
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
慣
れ
な
い
作
業

に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
一
生
懸

命
稲
刈
り
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
収

穫
し
た
も
ち
米
は
、
11
月
７
日
に
開

催
さ
れ
た
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
で
餅

つ
き
を
行
い
、「
つ
き
た
て
の
お
餅

は
お
い
し
い
な
。」
な
ど
と
言
い
な

が
ら
み
ん
な
喜
ん
で
食
べ
て
い
ま
し

た
。



（３０）

シ
リ
ー
ズ
野
木
町
の
ご
み
処
理

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課
撒（
57
）４
２
４
７

㊾
プ
ラ
容
器
の
出
し
方
の
ポ
イ
ン
ト

　
平
成
28
年
４
月
か
ら「
プ
ラ
容
器
」

と
い
う
分
別
が
新
た
に
加
わ
り
ま
す
。

プ
ラ
容
器
と
は
、
商
品
の
中
身
を
取

り
出
し
た
り
食
べ
た
り
し
て
不
要
と

な
る
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
や

包
装
の
こ
と
で
す
。
私
た
ち
の
身
の

回
り
に
は
た
く
さ
ん
の
プ
ラ
容
器
が

存
在
し
て
お
り
ま
す
。
野
木
町
の
家

庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み
の
う

ち
、
約
30
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
プ

ラ
容
器
に
は
簡
単
に
識
別
で
き
る
よ

う
プ
ラ
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
プ
ラ
容
器
は
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
た
め
、
中
身
や
商
品
を
取
り
出
し

て
か
ら
、
必
ず
汚
れ
を
取
り
除
い
て

か
ら
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

広報連絡委員レポート呉３５５

プ
ラ
容
器
の
出
し
方
の
ポ
イ
ン
ト

①
プ
ラ
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る
か
を

　
確
認

②
プ
ラ
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
た
ら
、

　
汚
れ
て
い
る
か
を
確
認

③
汚
れ
て
い
れ
ば
、
汚
れ
を
取
り
除

　
い
て
か
ら
プ
ラ
容
器
に
分
別
（
汚

　
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
プ

　
ラ
容
器
に
分
別
）

④
透
明
ま
た
は
白
色
半
透
明
の
袋
に

　
入
れ
て
、
プ
ラ
容
器
の
日
に
可
燃

　

ご
み
の
集
積
所
に
出
す
。（
プ
ラ

　
容
器
は
袋
を
二
重
に
し
な
い
で
く

　
だ
さ
い
）

　
汚
れ
た
ま
ま
の
プ
ラ
容
器
は
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
集
積

所
か
ら
収
集
す
る
際
に
、
他
の
き
れ

い
な
プ
ラ
容
器
を
汚
し
て
し
ま
う
の

で
、
必
ず
汚
れ
を
取
り
除
い
て
か
ら

分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
し
い
分
別
に
関
す
る
資
料
を
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
？
新
井
家 

   「
ふ
る
さ
と
記
念
館
」

　
　
　
　
　
　
　
広
報
連
絡
委
員

　
小
村　
敏
雄

　
こ
の
記
念
館
は
、
大
字
野
渡
地
内

に
あ
り
、「
野
木
町
煉
瓦
窯
」
南
方

に
位
置
す
る
旧
新
井
製
糸
所
の
『
事

務
室
』『
漆
喰
蔵
』『
煉
瓦
蔵
』
の
３

建
築
物
で
す
。
こ
れ
は
平
成
23
年
７

月
25
日
付
で
野
木
町
最
初
の
国
指
定

の
登
録
有
形
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
井
製
糸
所
は
当
家
18
代
、
故
新

井
元
之
助
氏
が
自
宅
で
座
繰
り
製
糸

所
と
し
て
明
治
12
年
操
業
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
当
時
は
、
殖
産
興
業
政

策
が
推
進
さ
れ
「
生
糸
・
蚕
種
」
が

主
要
な
輸
出
品
目
に
な
り
、
全
国
各

地
で
養
蚕
が
盛
ん
で
し
た
（
群
馬
県

の
有
名
な
富
岡
製
糸
場
は
明
治
５
年

に
官
営
で
建
設
さ
れ
ま
し
た
）。
当

社
は
明
治
39
年
頃
が
最
盛
期
で
栃
木

県
下
一
の
業
績
を
残
し
、
ま
た
、
創

業
者
で
あ
る
元
之
助
氏
は
旧
下
野
煉

化
製
造
会
社
の
設
立
に
関
わ
り
、
発

足
後
「
監
査
役
」
の
要
職
に
就
き
発

展
に
寄
与
い
た
し
ま
し
た
。

　
『
事
務
室
』
商
談
や
帳
合
、
書
院

と
し
て
使
用
さ
れ
、
こ
の
建
物
は
古

河
公
方
の
土
井
候
よ
り
下
賜
の
「
杉

の
木
」
１
本
で
明
治
26
年
に
築
造
さ

れ
た
純
和
風
の
建
造
物
で
す
。

　
『
漆
喰
蔵
』
は
明
治
27
年
、
１
階

を
煉
瓦
積
み
の
繭
倉
庫
、
２
階
は
白

漆
喰
で
塗
ら
れ
た
土
蔵
造
り
の
生
糸

製
品
倉
庫
で
す
。

　
『
煉
瓦
蔵
』
は
明
治
35
年
建
造
の

養
蚕
棟
で
、
こ
れ
は
「
旧
下
野
煉
化

製
造
会
社
」
の
レ
ン
ガ
積
み
職
人
の

養
成
の
た
め
の
建
造
物
で
す
。
訓
練

の
た
め
、
焼
き
過
ぎ
レ
ン
ガ
や
屑
レ

ン
ガ
を
活
用
し
、
蔵
の
窓
も
全
て
違

う
形
状
に
な
る
よ
う
に
造
ら
れ
ま
し

た
。
１
、２
階
は
養
蚕
室
、
地
下
に

は
蚕
の
飼
料
で
あ
る
桑
の
葉
を
貯
蔵

し
て
い
ま
し
た
。現
在
は
ビ
デ
オ「
蚕

の
一
生
」
や
養
蚕
・
製
糸
関
連
資
料
、

煉
瓦
窯
関
係
資
料
な
ど
、
明
治
・
大

正
・
昭
和
初
期
の
生
活
関
連
用
品
や

写
真
な
ど
た
く
さ
ん
展
示
さ
れ
「
古

き
良
き
時
代
を
偲
ぶ
」
こ
と
が
可
能

で
す
。
是
非
、
皆
さ
ま
お
子
様
連
れ
、

多
数
で
見
学
あ
れ
。
…

【左から『煉瓦蔵』、奥『漆喰蔵』、
　　　　　　　　　　右手前『事務室』】

プラマーク



（３１）

キラリインフォメーション 介護保険制度

☆介護保険制度について☆
　介護保険制度は、介護が必要になった人が介護や介助、機能訓練などのサービスを受けられる制度です。介護が
必要と感じたら、以下の手順で手続きを行います。
①要介護認定申請
　申請には、要介護・要支援認定申請書、介護保険被保険者証、健康保険被保険者証（４０～６４歳の方）が必要にな
　ります。
②認定調査
　町の介護認定調査員がお住まいを訪問して、心身の状態などについてお聞きします。なお、医療機関入院中の場
　合は、病室へお伺いします。また、主治医に心身の状態についての意見書（主治医意見書）を作成してもらいます。
③審査・判定
　「認定調査結果」と「主治医意見書」をもとに、コンピュータによる判定（一次判定）を行います。その後、介護や保健、
　福祉の専門家で構成される介護認定審査会で審査され判定（二次判定）が行われます。
④認定結果の通知からサービスの利用まで
　介護認定審査会の判定に基づいて「非該当」から「要介護５」までの区分が決まり、認定結果通知書がお住まい
　に届きます。認定結果をもとにケアプランを作成し、サービス利用を開始します。

　　　　みなさんが納める介護保険料が重要な財源となって運営されていますので、
　　　　介護保険料は必ず納めてください。

問町民生活部健康福祉課撒（５７）４１７３

｢夜間休日急患診療所｣ 及び ｢休日急患歯科診療所｣

　現在、新小山市民病院内 1 階で開設している ｢夜間休日急患センター｣ と、小山市保健福祉センター 1 階で開
設している ｢休日急患歯科診療所｣ は、新小山市民病院移転に伴い、小山市神鳥谷の ｢小山市健康医療介護総合
支援センター｣ 内に移転します。
　今回の移転に伴い ｢夜間休日急患センター｣ の名称が ｢夜間休日急患診療所｣ へ変更となり、両診療所とも開
所日より電話番号が変更となりますのでご了承ください。

神鳥谷（東） 小山（東） 県南４丁目

東城南５丁目

自動車
販売店

電気
量販店

ガソリン
スタンド

ハンバーガー店

スポーツ
用品店ラーメン

店

コンビニエンス
ストア

小山市
消防署

国道50号線

東
北
新
幹
線

国
道
４
号
線

↓
至
間
々
田

↑
至
小
金
井

原之内
公園

ゴルフ場

進入禁止

新小山市民病院

夜間休日急患診療所
休日急患歯科診療所

健康医療介護
総合支援センター

駐車場

◆移転先住所
　〒323-0827
　小山市神鳥谷2251-7
◆新名称及び開所日
　夜間休日急患診療所 
　　撒0285（39）8880
　　12月25日(金)　
　　　診療開始　19時～
　休日急患歯科診療所
　　撒0285（39）8881
　　12月27日(日)　
　　　診療開始　10時～

問小山広域保健衛生組合総務課 撒 0285（21）3330

　　　　　　　　　　　　　　　　　　新築移転のお知らせ



　
十
年
前
か
ら
息
子
た
ち
に
、
私
の
姉
か
ら
「
ぶ
っ
く
く
ら
ぶ
」
の
本
が
届
き
ま
す
。
初
め
は

絵
本
、
童
話
、
今
で
は
小
説
が
多
く
、
つ
い
つ
い
先
に
読
ん
で
い
る
私
の
大
好
き
な
一
冊
で
す
。

　
十
一
歳
の
誕
生
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
新
し
い
松
葉
杖
だ
っ
た
。

そ
う
始
ま
る
こ
の
本
は
、
事
故
に
あ
っ
た
恵
美
と
腎
臓
の
悪
い
由
香
の
物
語
を
軸
に
十
章
か
ら

成
る
小
説
で
す
。
章
ご
と
に
変
わ
る
主
役
た
ち
に
、「
き
み
」
と
や
さ
し
く
話
し
か
け
る
よ
う

な
新
鮮
な
語
り
口
に
引
き
込
ま
れ
ま
す
。
怪
我
で
一
変
し
た
恵
美
、
病
気
の
由
香
を
始
め
、
優

等
生
と
ラ
イ
バ
ル
、
弱
虫
に
八
方
美
人
。
中
学
生
の
人
間
関
係
の
壁
を
少
し
ず
つ
乗
り
越
え
て

行
く
姿
に
、
昔
の
自
分
を
投
影
し
な
が
ら
応
援
し
て
し
ま
い
ま
す
。
特
に
我
が
子
が
中
学
生
の

今
、
試
行
錯
誤
の
毎
日
で
す
が
、
こ
の
本
は
そ
っ
と
背
中
か
ら
包
み
込
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
優

し
い
ぬ
く
も
り
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
親
子
で
読
ん
だ
ら
き
っ
と
何
か
を
語
り
合
え
る
と

思
っ
て
、
息
子
の
部
屋
に
置
い
て
み
た
け
ど
・
・
。（
息
子
よ
！
楽
し
み
に
母
は
待
っ
て
る
よ
）

　
さ
て
、
こ
の
物
語
の
語
り
手
は
誰
な
の
か
？　
最
終
章
で
、
各
章
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
ピ
ー

ス
が
次
々
と
は
め
込
ま
れ
て
行
く
よ
う
な
爽
快
感
、
そ
し
て
「
あ
ー
な
る
ほ
ど
ね
！
」
と
手
を

打
ち
た
く
な
る
心
地
良
い
感
動
は
格
別
で
す
。
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町の人口 11月１日現在
　　◇人口　男 12,524人　女 12,741人　計 25,265人　　◇世帯数　9,621

重
松
清
著　
新
潮
社

須
田　
美
和

（
潤
島
在
住
）

き
み
の
友
だ
ち

　くしゃっと笑顔のCUTEな杏菜ちゃん嗣
一歳になり、最近では絵本をめくったり、つ
たい歩きを楽しんでるね。
パパとママは、日々の成長が楽しみです。

増ま
す
だ田　

杏あ
ん
な菜

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

　野木町における消防・防災・救急業務を行
うために誕生した野木分署が、今年、開署
30周年を迎えました。開署以来、長年にわ
たり火災や災害などから町民の生命、身体
及び財産を守り、町消防団とともに地域社
会の安全確保に大きく貢献いただいており
ます。
　これからも、当町の安全で安心なまちづ
くりにご尽力いただきますようよろしくお
願いします。
　開署30周年を記念し、野木分署に懸垂幕
を掲示いたしました。

　祝　野木分署開署　３０周年外

野木分署の皆さん　ありがとうございます


